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研
究
は
槐
軒
学
派
と
い
わ
れ
る
劉
咸
炘
・
劉
咸
荣
・
劉
咸
焌
・
颜
楷
ら
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

時
代
は
さ
ら
に
下
っ
て
、
光
緒
元
年
〔
一
八
七
五
〕、
張
之
洞
が
四
川
に
赴
任
し
、
尊
経
書
院
を
設
立
し
て
考
証
学
を
導
入
し
た
。
四

川
大
学
は
張
之
洞
が
指
導
し
た
尊
経
書
院
、
そ
し
て
錦
江
書
院
（
一
七
〇
四
年
、
四
川
按
察
使
の
劉
徳
芳
が
文
翁
石
室
の
跡
地
に
創
設

し
た
学
校
）・
存
古
学
堂
を
前
身
と
す
る
大
学
で
あ
る
。
四
川
で
は
文
翁
石
室
の
七
経
教
育
の
衣
鉢
を
継
ぐ
と
い
う
意
味
で
、
経
書
の
研

究
が
発
展
し
「
近
代
蜀
学
」
と
言
わ
れ
る
学
風
を
築
い
た
。
王
闓
運
は
四
川
総
督
丁
宝
楨
の
招
聘
を
受
け
、
成
都
の
尊
経
書
院
で
教
鞭

を
執
っ
た
。
こ
の
尊
経
書
院
は
、
経
学
研
究
の
廖
平
（
一
八
五
二
～
一
九
三
二
）、
楊
鋭
（
一
八
五
七
～
一
八
九
八
）
と
と
も
に
戊
戌
六

君
子
で
知
ら
れ
る
変
法
派
の
劉
光
第
（
一
八
五
九
～
一
八
九
八
）、
蜀
学
会
を
組
織
し
『
蜀
学
報
』
を
出
版
し
た
宋
育
仁
（
一
八
五
八
～

一
九
三
一
）
な
ど
を
輩
出
し
た
。
ま
た
、
新
文
化
運
動
の
論
客
で
北
京
大
学
教
授
に
も
な
っ
た
呉
虞
（
一
八
七
二
～
一
九
四
九
）、
政
府

副
主
席
を
務
め
た
張
瀾
（
一
八
七
二
～
一
九
五
五
）、
人
民
大
学
初
代
学
長
で
中
国
革
命
論
を
記
し
た
呉
玉
章
（
一
八
七
八
～
一
九
六
六
）

等
、
み
な
四
川
出
身
で
尊
経
書
院
に
関
わ
っ
て
い
る
。

二
十
世
紀
に
入
っ
て
、
文
学
者
で
も
あ
り
歴
史
学
者
で
も
あ
る
郭
沫
若
（
一
八
九
二
～
一
九
七
八
、
楽
山
の
人
）、
廖
平
の
弟
子
で
歴

史
学
者
の
蒙
文
通
（
一
八
九
四
～
一
九
六
八
、
塩
亭
の
人
）、
経
学
研
究
の
龔
道
耕
（
一
八
七
六
～
一
九
四
一
）、
重
慶
辛
亥
革
命
の
指
導

者
で
あ
る
向
楚
（
一
八
七
七
～
一
九
六
一
、巴
南
の
人
）、『
広
韻
』
研
究
で
知
ら
れ
る
趙
少
咸
（
一
八
八
四
～
一
九
六
六
、成
都
の
人
）、『
文

心
彫
龍
』
研
究
の
泰
斗
・
楊
明
照
（
一
九
〇
九
～
二
〇
〇
三
、大
足
の
人
）、蜀
刻
書
研
究
の
劉
咸
炘
（
一
八
九
八
～
一
九
三
二
、双
流
の
人
）、

『
宋
代
蜀
文
輯
存
』
の
著
者
で
あ
り
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
傅
増
湘
（
一
八
七
二
～
一
九
四
九
、
瀘
州
江
安
の
人
）
な
ど
著
名
な
学
者

を
輩
出
し
、
蜀
学
研
究
を
振
興
し
た
。
ほ
か
に
、
新
儒
家
と
し
て
著
名
な
唐
君
毅
（
一
九
〇
九
～
一
九
七
八
、
宜
賓
の
人
）
も
四
川
出
身

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
翁
石
室
の
遺
沢
と
尊
経
書
院
と
い
う
二
つ
の
志
を
継
ぐ
と
い
う
自
負
の
も
と
、
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
は
、
建

所
以
来
三
十
年
の
間
に
豊
饒
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
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四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
の
活
動
に
つ
い
て

―
『
巴
蜀
全
書
』
プ
ロ
ジェク
ト
お
よ
び
校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』・『
廖
平
全
集
』
を
中
心
に
―

白

　井

　
　
　順

一
、
は
じ
め
に

四
川
地
域
は
三
星
堆
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
古
代
か
ら
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
、
独
特
の
文
化
を
形
成
し
発
展
し
て
き
た
。
漢
代

景
帝
末
年（
前
一
四
三
～
一
四
一
）に
蜀
の
太
守
で
あ
っ
た
文
翁（
四
川
盧
江
、舒
の
人
）が
中
国
最
初
の
学
校
と
言
わ
れ
る
教
育
施
設「
石

室
」
を
開
き
、
成
都
に
は
現
在
で
も
そ
の
跡
地
に
石
室
中
学
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
蜀
は
『
太
玄
』『
法
言
』
の
著
者
・
揚
雄
（
前
五
五

～
一
八
）
を
始
め
、
司
馬
相
如
や
王
褒
な
ど
詩
賦
の
達
人
を
輩
出
し
た
土
地
で
も
あ
る
。
唐
代
に
は
四
大
都
市
に
列
せ
ら
れ
る
ほ
ど
発
展

し
、
四
川
出
身
の
李
白
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
成
都
に
は
杜
甫
な
ど
多
く
の
詩
人
が
居
住
し
、
宋
代
に
は
蘇
軾
や
張
栻
な
ど
が
活
躍
し
繁

栄
の
時
代
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
元
の
侵
攻
と
と
も
に
崩
壊
し
、
明
代
に
は
楊
慎
や
趙
貞
吉
・
鄧
豁
渠
な
ど
の
思
想
家
が
輩
出
す
る
も
、

明
末
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
に
張
献
忠
の
侵
攻
に
よ
っ
て
再
び
荒
廃
し
た
。
清
代
に
は
、
戦
乱
に
よ
る
人
口
減
少
を
補
う
た
め
、「
湖

広
、
四
川
を
填
た
す
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
湖
北
・
湖
南
・
広
東
の
住
民
が
四
川
へ
移
住
し
た
。
清
初
に
は
唐
甄
（
達
州
の
人
）
を
始
め
、

羅
江
の
李
氏
（
李
調
元
・
李
鼎
元
・
李
驥
元
）・
遂
寧
張
氏
（
張
問
陶
・
張
問
安
）・
新
繁
費
氏
（
費
経
虞
・
費
密
・
費
錫
璜
）・
丹
棱
彭
氏
（
彭

端
淑
・
彭
肇
洙
・
彭
遵
泗
）
等
の
士
族
が
輩
出
し
、
多
く
の
著
書
を
残
し
た
。
乾
隆
年
間
に
は
劉
沅
（
双
流
の
人
）
が
出
て
、
彼
の
経
学
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れ
る
朱
子
学
お
よ
び
宋
代
史
文
献
の
屈
指
の
専
門
家
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
『
宋
会
要
輯
稿
』
や
『
曹
彦
約
集
』（
二
〇
一
五
年
、
四
川
大

学
出
版
社
）
な
ど
を
点
校
し
て
い
る
。
郭
斉
は
『
朱
熹
集
』
以
外
に
、『
朱
熹
新
考
』（
一
九
九
四
年
、
電
子
科
技
術
大
学
出
版
社
）・『
朱

熹
詩
詞
編
年
箋
注
』（
二
〇
〇
〇
年
、
巴
蜀
書
社
）
や
『
朱
子
学
新
探
』（
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
を
著
し
て
い
て
、
文
学
方
面
で
も
著
名

な
朱
子
学
研
究
者
で
あ
る
。
呉
洪
沢
は
『
宋
人
年
譜
叢
刊
』（
二
〇
〇
三
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
を
始
め
、『
全
宋
文
篇
目
分
類
索
引
』

（
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）・『
宋
代
文
学
編
年
史
』（
二
〇
一
〇
年
、
鳳
凰
出
版
社
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
王
智
勇
は
『
靖

康
要
録
箋
注
』（
二
〇
〇
八
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
や
『
宋
会
要
輯
稿
』
の
食
貨
（
一
～
五
十
）
を
担
当
す
る
な
ど
歴
史
系
の
古
典
基

本
書
の
校
点
に
従
事
し
て
い
る
。
黄
錦
君
は
言
語
学
専
門
で
『
二
程
語
録
語
法
研
究
』（
二
〇
〇
五
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
な
ど
の
業

績
が
あ
り
、
向
以
鮮
は
詩
や
芸
術
方
面
の
専
門
家
で
『
中
国
石
刻
芸
術
編
年
史
』（
二
〇
一
五
年
、
東
方
出
版
中
心
）
の
ほ
か
に
、『
唐
詩

弥
撒
曲
』（
二
〇
一
四
年
、
東
方
出
版
中
心
）
や
『
我
的
孔
子
』（
二
〇
一
六
年
、
人
民
文
学
出
版
社
）
を
出
版
し
、
著
名
な
詩
人
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
る
。
王
蓉
貴
は
『
中
国
地
方
志
宋
代
人
物
資
料
索
引
続
編
』（
二
〇
〇
二
年
、
四
川
辞
書
出
版
）
な
ど
の
工
具
書
の
編
纂

に
携
わ
っ
て
い
る
。
楊
世
文
は
王
蓉
貴
と
の
共
著
で
『
張
栻
全
集
』（
一
九
九
九
年
、
長
春
出
版
社
）
を
出
版
し
、
二
〇
一
五
年
に
そ
れ

を
改
訂
し
て
理
学
叢
書
と
し
て
新
た
に
単
著
『
張
栻
集
』（
中
華
書
局
）
を
刊
行
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
出
土
資
料
お
よ
び
先
秦
漢
研
究

が
専
門
の
彭
華
は
『
陰
陽
五
行
研
究
』（
二
〇
一
一
年
）、
ま
た
舒
大
剛
と
共
著
で
『
忠
恕
与
礼
譲
』（
二
〇
〇
八
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

を
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
古
籍
整
理
研
究
所
で
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
『
宋
代
文
化
研
究
』
を
創
刊
し
（
現
在
最
新
号
は
第
二
十
一
輯
）、

各
研
究
員
た
ち
が
宋
代
に
関
連
す
る
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。

上
述
の
四
十
歳
代
以
上
の
研
究
員
た
ち
は
、
若
手
の
頃
か
ら
『
全
宋
文
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て

育
成
さ
れ
た
宋
代
研
究
或
い
は
古
典
籍
基
礎
的
資
料
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
。
次
世
代
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
一
九
九
七
年
に
『
儒
蔵
』
の
編
纂
計
画
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、『
儒
蔵
』
と
い
う
こ
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
す
る
こ

と
で
資
金
を
獲
得
し
、
四
十
歳
以
下
の
若
手
研
究
者
た
ち
を
育
て
て
い
く
方
針
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
孔
子
基
金
会
か
ら
資

金
を
得
て
、古
籍
整
理
研
究
所
に
付
置
す
る
国
際
儒
学
院
を
創
設
し
、儒
学
研
究
の
拠
点
と
し
て
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
現
在
、『
儒
蔵
』

の
執
行
役
で
あ
る
張
尚
英
、
国
際
儒
学
院
副
秘
書
長
を
務
め
る
王
小
紅
、
李
冬
梅
・
霞
紹
暉
・
鄭
偉
・
田
君
・
戴
瑩
瑩
・
杜
春
雷
・
汪
璐
・
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二
、四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所

四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
は
、
徐
中
舒
・
繆
鉞
・
楊
明
照
と
い
う
三
人
の
先
学
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
一
九
八
三
年
七

月
徐
中
舒
が
学
術
顧
問
、
繆
鉞
が
名
誉
所
長
、
楊
明
照
が
所
長
、
趙
振
鐸
・
胡
昭
曦
が
副
所
長
と
い
う
体
制
で
古
籍
整
理
研
究
所
は
発
足

し
た
。
徐
中
舒
は
『
漢
語
大
字
典
』（
一
九
八
六
～
一
九
九
〇
年
、
四
川
辞
書
出
版
社
・
湖
北
辞
書
出
版
社
）
の
主
編
者
と
し
て
著
名
で

あ
り
、
こ
れ
に
所
長
・
趙
振
鐸
が
関
わ
り
、『
文
心
雕
龍
』
研
究
の
権
威
で
あ
る
楊
明
照
は
、
胡
昭
曦
ら
と
と
も
に
『
全
宋
文
』
編
纂
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
項
に
尽
力
し
た
。
一
九
八
四
年
に
蘇
軾
研
究
で
著
名
な
曽
棗
荘
と
歴
史
学
研
究
の
劉
琳
が
副
所
長
に
着
任
し
た
あ
と
、

尹
波
・
王
暁
波
・
李
文
沢
・
繆
文
遠
・
馬
徳
富
・
祝
尚
書
・
羅
国
威
・
劉
文
剛
・
刁
忠
民
・
王
智
勇
・
黄
錦
君
・
沈
治
宏
・
李
国
玲
等
の

メ
ン
バ
ー
で
一
九
八
五
年
よ
り
『
全
宋
文
』
編
纂
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、以
来
宋
代
研
究
の
拠
点
と
し
て
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

ま
ず
、
一
九
八
八
～
一
九
九
四
年
十
月
の
間
に
『
全
宋
文
』
の
前
半
五
十
冊
（
第
一
版
、
巴
蜀
書
社
）
を
刊
行
し
た
。
一
九
九
五
年
五
月

よ
り
、
舒
大
剛
・
李
文
沢
が
副
所
長
の
任
に
就
き
、
一
九
九
六
年
に
四
川
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
院
が
設
立
さ
れ
、
古
籍
整
理
研
究
所

も
そ
こ
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
一
年
に
は
大
規
模
な
宋
代
研
究
の
国
際
会
議
を
主
催
し
、
そ
の
後
、
村
上
哲
見
・
筧
文

生
の
両
先
生
が
古
籍
整
理
研
究
所
の
客
員
研
究
員
を
務
め
た
。
当
時
古
籍
研
究
所
に
留
学
し
た
日
本
人
は
、
池
沢
滋
子
（
現
・
中
央
大
）・

保
苅
佳
昭
（
現
・
日
本
大
学
）
で
、
日
本
と
は
宋
代
文
学
研
究
方
面
で
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
一
九
九
五
年
以
降
、『
全
宋
文
』
全

三
百
六
十
冊
の
刊
行
を
進
め
る
一
方
、（

（
（

『
三
蘇
全
書
』
全
二
十
冊
（
二
〇
〇
一
年
）・『
宋
集
珍
本
叢
刊
』
全
百
八
冊
（
二
〇
〇
六
年
）
な

ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
、
今
日
で
は
、
宋
代
研
究
の
基
本
典
籍
の
整
理
で
は
他
機
関
の
追
随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
確
固
た
る
評

価
を
得
て
い
る
。

現
在
古
籍
研
究
所
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
二
十
四
名
在
籍
す
る
。
そ
の
内
、
教
授
八
名
、
副
教
授
・
副
研
究
員
七
名
、
助
理
研
究
員
五
名
、

助
教
一
名
、
科
研
助
理
二
名
、
補
助
人
員
五
名
で
あ
る
。
所
長
は
舒
大
剛
で
、
代
表
著
作
と
し
て
は
『
中
国
孝
経
学
史
』（
二
〇
一
三
年
、

福
建
人
民
出
版
社
）
が
あ
り
、
四
川
大
学
歴
史
文
化
学
院
副
院
長
の
職
位
に
あ
り
、
国
際
儒
学
聯
合
会
の
理
事
で
も
あ
り
、
中
国
孔
子
基

金
会
の
理
事
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
。
副
所
長
の
尹
波
は
、
郭
斉
と
の
共
著
『
朱
熹
集
』（
四
川
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
で
知
ら
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れ
る
朱
子
学
お
よ
び
宋
代
史
文
献
の
屈
指
の
専
門
家
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
『
宋
会
要
輯
稿
』
や
『
曹
彦
約
集
』（
二
〇
一
五
年
、
四
川
大

学
出
版
社
）
な
ど
を
点
校
し
て
い
る
。
郭
斉
は
『
朱
熹
集
』
以
外
に
、『
朱
熹
新
考
』（
一
九
九
四
年
、
電
子
科
技
術
大
学
出
版
社
）・『
朱

熹
詩
詞
編
年
箋
注
』（
二
〇
〇
〇
年
、
巴
蜀
書
社
）
や
『
朱
子
学
新
探
』（
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
を
著
し
て
い
て
、
文
学
方
面
で
も
著
名

な
朱
子
学
研
究
者
で
あ
る
。
呉
洪
沢
は
『
宋
人
年
譜
叢
刊
』（
二
〇
〇
三
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
を
始
め
、『
全
宋
文
篇
目
分
類
索
引
』

（
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）・『
宋
代
文
学
編
年
史
』（
二
〇
一
〇
年
、
鳳
凰
出
版
社
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
王
智
勇
は
『
靖

康
要
録
箋
注
』（
二
〇
〇
八
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
や
『
宋
会
要
輯
稿
』
の
食
貨
（
一
～
五
十
）
を
担
当
す
る
な
ど
歴
史
系
の
古
典
基

本
書
の
校
点
に
従
事
し
て
い
る
。
黄
錦
君
は
言
語
学
専
門
で
『
二
程
語
録
語
法
研
究
』（
二
〇
〇
五
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
な
ど
の
業

績
が
あ
り
、
向
以
鮮
は
詩
や
芸
術
方
面
の
専
門
家
で
『
中
国
石
刻
芸
術
編
年
史
』（
二
〇
一
五
年
、
東
方
出
版
中
心
）
の
ほ
か
に
、『
唐
詩

弥
撒
曲
』（
二
〇
一
四
年
、
東
方
出
版
中
心
）
や
『
我
的
孔
子
』（
二
〇
一
六
年
、
人
民
文
学
出
版
社
）
を
出
版
し
、
著
名
な
詩
人
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
る
。
王
蓉
貴
は
『
中
国
地
方
志
宋
代
人
物
資
料
索
引
続
編
』（
二
〇
〇
二
年
、
四
川
辞
書
出
版
）
な
ど
の
工
具
書
の
編
纂

に
携
わ
っ
て
い
る
。
楊
世
文
は
王
蓉
貴
と
の
共
著
で
『
張
栻
全
集
』（
一
九
九
九
年
、
長
春
出
版
社
）
を
出
版
し
、
二
〇
一
五
年
に
そ
れ

を
改
訂
し
て
理
学
叢
書
と
し
て
新
た
に
単
著
『
張
栻
集
』（
中
華
書
局
）
を
刊
行
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
出
土
資
料
お
よ
び
先
秦
漢
研
究

が
専
門
の
彭
華
は
『
陰
陽
五
行
研
究
』（
二
〇
一
一
年
）、
ま
た
舒
大
剛
と
共
著
で
『
忠
恕
与
礼
譲
』（
二
〇
〇
八
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

を
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
古
籍
整
理
研
究
所
で
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
『
宋
代
文
化
研
究
』
を
創
刊
し
（
現
在
最
新
号
は
第
二
十
一
輯
）、

各
研
究
員
た
ち
が
宋
代
に
関
連
す
る
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。

上
述
の
四
十
歳
代
以
上
の
研
究
員
た
ち
は
、
若
手
の
頃
か
ら
『
全
宋
文
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て

育
成
さ
れ
た
宋
代
研
究
或
い
は
古
典
籍
基
礎
的
資
料
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
。
次
世
代
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
一
九
九
七
年
に
『
儒
蔵
』
の
編
纂
計
画
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、『
儒
蔵
』
と
い
う
こ
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
す
る
こ

と
で
資
金
を
獲
得
し
、
四
十
歳
以
下
の
若
手
研
究
者
た
ち
を
育
て
て
い
く
方
針
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
孔
子
基
金
会
か
ら
資

金
を
得
て
、古
籍
整
理
研
究
所
に
付
置
す
る
国
際
儒
学
院
を
創
設
し
、儒
学
研
究
の
拠
点
と
し
て
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
現
在
、『
儒
蔵
』

の
執
行
役
で
あ
る
張
尚
英
、
国
際
儒
学
院
副
秘
書
長
を
務
め
る
王
小
紅
、
李
冬
梅
・
霞
紹
暉
・
鄭
偉
・
田
君
・
戴
瑩
瑩
・
杜
春
雷
・
汪
璐
・
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二
、四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所

四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
は
、
徐
中
舒
・
繆
鉞
・
楊
明
照
と
い
う
三
人
の
先
学
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
一
九
八
三
年
七

月
徐
中
舒
が
学
術
顧
問
、
繆
鉞
が
名
誉
所
長
、
楊
明
照
が
所
長
、
趙
振
鐸
・
胡
昭
曦
が
副
所
長
と
い
う
体
制
で
古
籍
整
理
研
究
所
は
発
足

し
た
。
徐
中
舒
は
『
漢
語
大
字
典
』（
一
九
八
六
～
一
九
九
〇
年
、
四
川
辞
書
出
版
社
・
湖
北
辞
書
出
版
社
）
の
主
編
者
と
し
て
著
名
で

あ
り
、
こ
れ
に
所
長
・
趙
振
鐸
が
関
わ
り
、『
文
心
雕
龍
』
研
究
の
権
威
で
あ
る
楊
明
照
は
、
胡
昭
曦
ら
と
と
も
に
『
全
宋
文
』
編
纂
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
項
に
尽
力
し
た
。
一
九
八
四
年
に
蘇
軾
研
究
で
著
名
な
曽
棗
荘
と
歴
史
学
研
究
の
劉
琳
が
副
所
長
に
着
任
し
た
あ
と
、

尹
波
・
王
暁
波
・
李
文
沢
・
繆
文
遠
・
馬
徳
富
・
祝
尚
書
・
羅
国
威
・
劉
文
剛
・
刁
忠
民
・
王
智
勇
・
黄
錦
君
・
沈
治
宏
・
李
国
玲
等
の

メ
ン
バ
ー
で
一
九
八
五
年
よ
り
『
全
宋
文
』
編
纂
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、以
来
宋
代
研
究
の
拠
点
と
し
て
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

ま
ず
、
一
九
八
八
～
一
九
九
四
年
十
月
の
間
に
『
全
宋
文
』
の
前
半
五
十
冊
（
第
一
版
、
巴
蜀
書
社
）
を
刊
行
し
た
。
一
九
九
五
年
五
月

よ
り
、
舒
大
剛
・
李
文
沢
が
副
所
長
の
任
に
就
き
、
一
九
九
六
年
に
四
川
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
院
が
設
立
さ
れ
、
古
籍
整
理
研
究
所

も
そ
こ
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
一
年
に
は
大
規
模
な
宋
代
研
究
の
国
際
会
議
を
主
催
し
、
そ
の
後
、
村
上
哲
見
・
筧
文

生
の
両
先
生
が
古
籍
整
理
研
究
所
の
客
員
研
究
員
を
務
め
た
。
当
時
古
籍
研
究
所
に
留
学
し
た
日
本
人
は
、
池
沢
滋
子
（
現
・
中
央
大
）・

保
苅
佳
昭
（
現
・
日
本
大
学
）
で
、
日
本
と
は
宋
代
文
学
研
究
方
面
で
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
一
九
九
五
年
以
降
、『
全
宋
文
』
全

三
百
六
十
冊
の
刊
行
を
進
め
る
一
方
、（

（
（

『
三
蘇
全
書
』
全
二
十
冊
（
二
〇
〇
一
年
）・『
宋
集
珍
本
叢
刊
』
全
百
八
冊
（
二
〇
〇
六
年
）
な

ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
、
今
日
で
は
、
宋
代
研
究
の
基
本
典
籍
の
整
理
で
は
他
機
関
の
追
随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
確
固
た
る
評

価
を
得
て
い
る
。

現
在
古
籍
研
究
所
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
二
十
四
名
在
籍
す
る
。
そ
の
内
、
教
授
八
名
、
副
教
授
・
副
研
究
員
七
名
、
助
理
研
究
員
五
名
、

助
教
一
名
、
科
研
助
理
二
名
、
補
助
人
員
五
名
で
あ
る
。
所
長
は
舒
大
剛
で
、
代
表
著
作
と
し
て
は
『
中
国
孝
経
学
史
』（
二
〇
一
三
年
、

福
建
人
民
出
版
社
）
が
あ
り
、
四
川
大
学
歴
史
文
化
学
院
副
院
長
の
職
位
に
あ
り
、
国
際
儒
学
聯
合
会
の
理
事
で
も
あ
り
、
中
国
孔
子
基

金
会
の
理
事
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
。
副
所
長
の
尹
波
は
、
郭
斉
と
の
共
著
『
朱
熹
集
』（
四
川
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
で
知
ら
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ま
た
、
四
川
大
学
儒
蔵
学
術
系
列
と
し
て
、
鄒
重
華
・
粟
品
孝
『
宋
代
四
川
家
族
与
学
術
論
集
』（
二
〇
〇
五
年
）、
単
純
『
鴻
爪
紀
学
』

（
二
〇
〇
五
年
）、
廖
名
春
『
中
国
学
術
史
新
証
』（
二
〇
〇
五
年
）、
胡
昭
曦
『
四
川
書
院
史
』（
二
〇
〇
六
年
）、
郭
斉
『
朱
子
学
新
探
』

（
二
〇
〇
八
年
）、
な
ど
の
書
籍
を
三
十
種
ほ
ど
刊
行
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
儒
蔵
論
壇
』
は
毎
年
一
輯
刊
行
し
、
儒

学
文
献
・
儒
学
思
想
な
ど
テ
ー
マ
別
に
関
連
す
る
文
章
が
収
録
さ
れ
、
現
在
最
新
号
（
第
十
輯
）
に
至
っ
て
い
る
。『
儒
蔵
』
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
論
部
の
刊
行
を
も
っ
て
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
国
際
儒
学
院
と
し
て
の
活
動
は
引
き
続
き
行
わ
れ
る
の
で
、
儒
学
・
経
学
分

野
の
研
究
を
続
け
る
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

四
川
大
学
は
歴
史
文
献
学
と
い
う
博
士
学
位
が
取
得
で
き
る
唯
一
の
大
学
で
あ
る
が
、
中
国
儒
学
学
位
も
取
得
で
き
、
二
〇
〇
九
年

よ
り
納
通
（
北
京
納
通
科
技
グ
ル
ー
プ
有
限
会
社
）
儒
学
奨
学
金
を
設
け
て
儒
学
研
究
を
奨
励
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
古
籍

整
理
研
究
所
は
四
川
大
学
国
際
儒
学
院
の
名
義
で
、
貴
陽
孔
学
堂（

4
（

の
活
動
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
昨
今
の
国
学
ブ
ー
ム
と
儒
商
振

興
政
策
な
ど
に
関
連
し
て
、
一
段
と
儒
学
研
究
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
通
常
の
活
動
と
し
て
も
、
馬
一
浮
の
復
性
書
院
に
倣
っ

た
そ
の
名
も
復
性
書
院
と
い
う
名
の
教
堂
で
《
儒
蔵
論
壇
》
系
列
学
術
講
座
を
不
定
期
に
開
催
し
、
既
に
一
七
七
回
を
超
え
て
い
る
。

そ
の
他
、
具
体
的
な
業
績
や
活
動
に
つ
い
て
は
、
開
所
三
十
周
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
『
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
建
所
三
十

年
記
念
文
集
』（
二
〇
一
三
年
、四
川
大
学
出
版
社
）お
よ
び『
考
文
献
而
愛
旧
邦
―
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
建
所
三
十
年
』（
二
〇
一
三

年
十
二
月
）
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

三
、
巴
蜀
全
書

古
籍
整
理
研
究
所
は
次
世
代
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、二
〇
一
〇
年
か
ら『
巴
蜀
全
書
』の
編
纂
に
取
り
掛
か
か
っ
た
。
こ
の『
巴

蜀
全
書
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
す
で
に
一
五
〇
項
目
以
上
の
計
画
を
立
ち
上
げ
、
一
二
〇
種
余
り
の
成
果
を
出
版
し
て
き
た
。
現
在
、
四

川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
で
進
め
て
い
る
『
巴
蜀
全
書
』
は
、
巴
蜀
地
域
（
重
慶
〔
巴
〕・
四
川
〔
蜀
〕
の
こ
と
）
の
『
四
庫
全
書
』
た

る
べ
く
、
歴
代
の
巴
蜀
地
域
出
身
の
著
述
、「
蜀
客
文
献
」
と
い
う
長
期
巴
蜀
に
滞
在
し
た
学
者
の
著
作
、
巴
蜀
に
関
す
る
地
理
・
経
典

類
等
を
集
め
た
一
大
叢
書
で
あ
る
。
国
家
社
科
基
金
重
大
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈10@

zh005

〉、
四
川
省
重
大
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈
川
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馬
深
・
劉
慧
敏
・
秦
際
明
等
三
十
代
の
若
手
研
究
員
が
『
儒
蔵
』
と
『
巴
蜀
全
書
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
四

月
現
在
客
員
教
授
と
し
て
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
王
瑞
来
教
授
（
宋
代
史
研
究
）、
そ
の
他
に
元
・
台
湾
成
功
大
学
所
属
の
郭

懿
儀
副
研
究
員
（
音
韻
学
研
究
）
が
在
籍
し
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
《
儒
蔵
》
編
纂
は
国
家
二
一
一
工
程
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
出
さ
れ
、
国
家
九
八
五
工
程
創
新
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、二
〇
〇
五
年
に
は
中
国
孔
子
基
金
会
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
も
資
金
を
獲
得
し
て
『
儒
蔵
』
編
纂
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
実
は
『
儒

蔵
』
に
は
三
種
類
あ
り
、編
纂
の
ス
タ
ン
ス
が
全
く
異
な
る
。
一
つ
は
北
京
大
学
が
編
纂
す
る
も
の
、も
う
一
つ
は
人
民
大
学
編
纂
の
『
国

際
儒
蔵
』
で
あ
る
。
四
川
大
学
の
『
儒
蔵
』
は
仏
教
の
大
蔵
経
三
蔵
二
十
四
目
の
分
類
体
系
を
採
用
し
、
史
部
・
論
部
・
経
部
に
分
け
る
。

史
部
は
雑
史
類
・
礼
楽
類
・
学
校
書
院
類
・
儒
林
史
伝
類
・
儒
林
年
譜
類
・
儒
林
碑
伝
類
・
歴
代
学
案
・
孔
孟
史
志
類
、
論
部
は
雑
論
・

礼
教
・
政
治
類
・
性
理
類
・
諸
子
類
、
経
部
は
出
土
文
献
類
・
小
学
類
・
群
経
総
義
類
・
四
書
類
・
孝
経
類
・
春
秋
類
・
礼
類
・
詩
経
類
・

尚
書
類
・
周
易
類
・
元
典
類
と
い
う
よ
う
に
、
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
、
影
印
に
点
校
を
施
す
。
四
川
大
学
『
儒
蔵
』
の
最
大
の
特
徴

は
こ
の
分
類
法
と
影
印
版
に
あ
る
。
北
京
大
学
『
儒
蔵
』
で
は
す
べ
て
活
字
に
起
こ
し
て
四
庫
全
書
に
倣
う
方
式
で
整
理
し
て
い
る
。
周

桂
鈿
「
北
大
本
川
大
本
《
儒
蔵
》
之
比
較
」（

（
（

と
い
う
文
章
で
比
較
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
『
儒
蔵
』
は
全
く
別
物
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
四
川
大
学
『
儒
蔵
』
編
纂
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
儒
蔵
論
壇
』
第
一
輯
（
二
〇
〇
六
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
〇
一
五
年
に
『
儒
蔵
』
史
部
二
七
四
冊
の
刊
行
が
完
了
し
、（

（
（

経
部
も
詩
経
類
・
孝
経
類
・
三
礼
類
が
既
に
刊
行
さ
れ
た
。

『
儒
蔵
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
て
、
国
際
儒
学
院
と
し
て
の
編
纂
・
出
版
を
多
く
手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
。『
中
国
儒
学
通
案
』
シ

リ
ー
ズ
（
人
民
出
版
社
）
と
し
て
、
孔
子
か
ら
晩
清
ま
で
の
二
五
〇
〇
年
に
亘
る
師
伝
授
受
を
整
理
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
『
清
儒
学
案
』

全
十
冊
（
舒
大
剛
主
編
）、
二
〇
一
二
年
に
は
『
宋
元
学
案
補
遺
』
全
九
冊
（
楊
世
文
・
舒
大
剛
・
邱
進
之
・
金
生
楊
・
張
尚
英
校
点
）、

二
〇
一
三
年
に
は
『
魏
晋
学
案
』
全
三
冊
（
楊
世
文
主
編
）
を
刊
行
し
た
。
ま
た
儒
蔵
論
叢
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
、
二
〇
一
一
年
に
吉
林

人
民
出
版
社
よ
り
張
尚
英
『
宋
代
『
春
秋
』
学
専
題
研
究
』、
王
小
紅
『
宋
代
『
禹
貢
』
学
研
究
』、
李
冬
梅
『
宋
代
『
詩
経
』
学
専
題
研

究
』
を
出
版
し
た
。
さ
ら
に
、『
二
十
世
紀
儒
学
大
師
文
庫
』
全
十
二
冊
（
四
川
大
学
出
版
社
）
を
編
集
し
、
龔
道
耕
・
李
澄
源
・
張
舜
徽
・

金
景
芳
・
皮
錫
瑞
・
呉
之
英
・
劉
師
培
な
ど
五
十
余
人
の
著
述
を
収
録
す
る
。
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ま
た
、
四
川
大
学
儒
蔵
学
術
系
列
と
し
て
、
鄒
重
華
・
粟
品
孝
『
宋
代
四
川
家
族
与
学
術
論
集
』（
二
〇
〇
五
年
）、
単
純
『
鴻
爪
紀
学
』

（
二
〇
〇
五
年
）、
廖
名
春
『
中
国
学
術
史
新
証
』（
二
〇
〇
五
年
）、
胡
昭
曦
『
四
川
書
院
史
』（
二
〇
〇
六
年
）、
郭
斉
『
朱
子
学
新
探
』

（
二
〇
〇
八
年
）、
な
ど
の
書
籍
を
三
十
種
ほ
ど
刊
行
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
儒
蔵
論
壇
』
は
毎
年
一
輯
刊
行
し
、
儒

学
文
献
・
儒
学
思
想
な
ど
テ
ー
マ
別
に
関
連
す
る
文
章
が
収
録
さ
れ
、
現
在
最
新
号
（
第
十
輯
）
に
至
っ
て
い
る
。『
儒
蔵
』
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
論
部
の
刊
行
を
も
っ
て
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
国
際
儒
学
院
と
し
て
の
活
動
は
引
き
続
き
行
わ
れ
る
の
で
、
儒
学
・
経
学
分

野
の
研
究
を
続
け
る
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

四
川
大
学
は
歴
史
文
献
学
と
い
う
博
士
学
位
が
取
得
で
き
る
唯
一
の
大
学
で
あ
る
が
、
中
国
儒
学
学
位
も
取
得
で
き
、
二
〇
〇
九
年

よ
り
納
通
（
北
京
納
通
科
技
グ
ル
ー
プ
有
限
会
社
）
儒
学
奨
学
金
を
設
け
て
儒
学
研
究
を
奨
励
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
古
籍

整
理
研
究
所
は
四
川
大
学
国
際
儒
学
院
の
名
義
で
、
貴
陽
孔
学
堂（

4
（

の
活
動
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
昨
今
の
国
学
ブ
ー
ム
と
儒
商
振

興
政
策
な
ど
に
関
連
し
て
、
一
段
と
儒
学
研
究
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
通
常
の
活
動
と
し
て
も
、
馬
一
浮
の
復
性
書
院
に
倣
っ

た
そ
の
名
も
復
性
書
院
と
い
う
名
の
教
堂
で
《
儒
蔵
論
壇
》
系
列
学
術
講
座
を
不
定
期
に
開
催
し
、
既
に
一
七
七
回
を
超
え
て
い
る
。

そ
の
他
、
具
体
的
な
業
績
や
活
動
に
つ
い
て
は
、
開
所
三
十
周
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
『
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
建
所
三
十

年
記
念
文
集
』（
二
〇
一
三
年
、四
川
大
学
出
版
社
）お
よ
び『
考
文
献
而
愛
旧
邦
―
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
建
所
三
十
年
』（
二
〇
一
三

年
十
二
月
）
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

三
、
巴
蜀
全
書

古
籍
整
理
研
究
所
は
次
世
代
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、二
〇
一
〇
年
か
ら『
巴
蜀
全
書
』の
編
纂
に
取
り
掛
か
か
っ
た
。
こ
の『
巴

蜀
全
書
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
す
で
に
一
五
〇
項
目
以
上
の
計
画
を
立
ち
上
げ
、
一
二
〇
種
余
り
の
成
果
を
出
版
し
て
き
た
。
現
在
、
四

川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
で
進
め
て
い
る
『
巴
蜀
全
書
』
は
、
巴
蜀
地
域
（
重
慶
〔
巴
〕・
四
川
〔
蜀
〕
の
こ
と
）
の
『
四
庫
全
書
』
た

る
べ
く
、
歴
代
の
巴
蜀
地
域
出
身
の
著
述
、「
蜀
客
文
献
」
と
い
う
長
期
巴
蜀
に
滞
在
し
た
学
者
の
著
作
、
巴
蜀
に
関
す
る
地
理
・
経
典

類
等
を
集
め
た
一
大
叢
書
で
あ
る
。
国
家
社
科
基
金
重
大
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈10@

zh005
〉、
四
川
省
重
大
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈
川
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馬
深
・
劉
慧
敏
・
秦
際
明
等
三
十
代
の
若
手
研
究
員
が
『
儒
蔵
』
と
『
巴
蜀
全
書
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
四

月
現
在
客
員
教
授
と
し
て
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
王
瑞
来
教
授
（
宋
代
史
研
究
）、
そ
の
他
に
元
・
台
湾
成
功
大
学
所
属
の
郭

懿
儀
副
研
究
員
（
音
韻
学
研
究
）
が
在
籍
し
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
《
儒
蔵
》
編
纂
は
国
家
二
一
一
工
程
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
出
さ
れ
、
国
家
九
八
五
工
程
創
新
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、二
〇
〇
五
年
に
は
中
国
孔
子
基
金
会
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
も
資
金
を
獲
得
し
て
『
儒
蔵
』
編
纂
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
実
は
『
儒

蔵
』
に
は
三
種
類
あ
り
、編
纂
の
ス
タ
ン
ス
が
全
く
異
な
る
。
一
つ
は
北
京
大
学
が
編
纂
す
る
も
の
、も
う
一
つ
は
人
民
大
学
編
纂
の
『
国

際
儒
蔵
』
で
あ
る
。
四
川
大
学
の
『
儒
蔵
』
は
仏
教
の
大
蔵
経
三
蔵
二
十
四
目
の
分
類
体
系
を
採
用
し
、
史
部
・
論
部
・
経
部
に
分
け
る
。

史
部
は
雑
史
類
・
礼
楽
類
・
学
校
書
院
類
・
儒
林
史
伝
類
・
儒
林
年
譜
類
・
儒
林
碑
伝
類
・
歴
代
学
案
・
孔
孟
史
志
類
、
論
部
は
雑
論
・

礼
教
・
政
治
類
・
性
理
類
・
諸
子
類
、
経
部
は
出
土
文
献
類
・
小
学
類
・
群
経
総
義
類
・
四
書
類
・
孝
経
類
・
春
秋
類
・
礼
類
・
詩
経
類
・

尚
書
類
・
周
易
類
・
元
典
類
と
い
う
よ
う
に
、
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
、
影
印
に
点
校
を
施
す
。
四
川
大
学
『
儒
蔵
』
の
最
大
の
特
徴

は
こ
の
分
類
法
と
影
印
版
に
あ
る
。
北
京
大
学
『
儒
蔵
』
で
は
す
べ
て
活
字
に
起
こ
し
て
四
庫
全
書
に
倣
う
方
式
で
整
理
し
て
い
る
。
周

桂
鈿
「
北
大
本
川
大
本
《
儒
蔵
》
之
比
較
」（

（
（

と
い
う
文
章
で
比
較
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
『
儒
蔵
』
は
全
く
別
物
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
四
川
大
学
『
儒
蔵
』
編
纂
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
儒
蔵
論
壇
』
第
一
輯
（
二
〇
〇
六
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
〇
一
五
年
に
『
儒
蔵
』
史
部
二
七
四
冊
の
刊
行
が
完
了
し
、（

（
（

経
部
も
詩
経
類
・
孝
経
類
・
三
礼
類
が
既
に
刊
行
さ
れ
た
。

『
儒
蔵
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
て
、
国
際
儒
学
院
と
し
て
の
編
纂
・
出
版
を
多
く
手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
。『
中
国
儒
学
通
案
』
シ

リ
ー
ズ
（
人
民
出
版
社
）
と
し
て
、
孔
子
か
ら
晩
清
ま
で
の
二
五
〇
〇
年
に
亘
る
師
伝
授
受
を
整
理
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
『
清
儒
学
案
』

全
十
冊
（
舒
大
剛
主
編
）、
二
〇
一
二
年
に
は
『
宋
元
学
案
補
遺
』
全
九
冊
（
楊
世
文
・
舒
大
剛
・
邱
進
之
・
金
生
楊
・
張
尚
英
校
点
）、

二
〇
一
三
年
に
は
『
魏
晋
学
案
』
全
三
冊
（
楊
世
文
主
編
）
を
刊
行
し
た
。
ま
た
儒
蔵
論
叢
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
、
二
〇
一
一
年
に
吉
林

人
民
出
版
社
よ
り
張
尚
英
『
宋
代
『
春
秋
』
学
専
題
研
究
』、
王
小
紅
『
宋
代
『
禹
貢
』
学
研
究
』、
李
冬
梅
『
宋
代
『
詩
経
』
学
専
題
研

究
』
を
出
版
し
た
。
さ
ら
に
、『
二
十
世
紀
儒
学
大
師
文
庫
』
全
十
二
冊
（
四
川
大
学
出
版
社
）
を
編
集
し
、
龔
道
耕
・
李
澄
源
・
張
舜
徽
・

金
景
芳
・
皮
錫
瑞
・
呉
之
英
・
劉
師
培
な
ど
五
十
余
人
の
著
述
を
収
録
す
る
。
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蘇
軾
『
東
坡
先
生
易
伝
』
全
四
冊
線
装
（
万
暦
金
陵
畢
氏
『
両
蘇
経
解
』
本
）
東
江
印
務

陳
田
夫
『
南
嶽
総
勝
集
』
全
三
冊
線
装
（
宋
刻
本
）
富
陽
華
宝
斎

馮
継
先
『
春
秋
名
号
帰
一
図
』
全
二
冊
（
宋
刻
本
）
富
陽
華
宝
斎

諸
葛
亮
『
諸
葛
孔
明
心
書
』
全
一
冊
線
装
（
明
正
德
十
二
年
韓
襲
芳
銅
活
字
本
）
富
陽
華
宝
斎

蘇
軾
『
詩
集
伝
』
全
四
冊
線
装
（
南
宋
淳
熙
七
年
刊
本
）
富
陽
華
宝
斎

『
三
蘇
先
生
文
粋
』
全
六
冊
簡
易
製
本
、
東
江
印
務

『
李
太
白
詩
』
全
八
冊
簡
易
製
本
（
元
建
安
余
氏
勤
有
堂
刻
本
）
福
建
人
民
出
版
社

四
、
補
助
研
究
系
列

『
民
国
時
期
社
会
調
査
叢
編
（
三
編
）』
全
三
冊
（
何
一
民
・
姚
楽
野
主
編
、
二
〇
一
四
年
、
福
建
人
民
出
版
社
）

『
巴
蜀
書
法
理
論
選
粋
』（
王
万
洪
編
著
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
楊
慎
『
書
品
』
校
注
評
釈
』（
王
万
洪
著
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
師
範
大
学
電
子
出
版
社
）

五
、
そ
の
他

『
張
栻
集
』
全
四
冊
、
理
学
叢
書
（
楊
世
文
整
理
点
校
、
二
〇
一
五
年
、
中
華
書
局
）

『
巴
蜀
文
献
』
第
一
輯
（
二
〇
一
四
年
）、
二
輯
（
二
〇
一
五
年
）
四
川
大
学
出
版
社

こ
の
『
巴
蜀
全
書
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
文
献
で
あ
る
。
巴
蜀
出
身
者
だ
け
で
な
く
、
蜀
の
地
に
遊
ん
だ
際
の
紀
行
文
や
詩
集
は

先
述
し
た
よ
う
に
蜀
客
文
献
と
言
う
が
、
蜀
客
文
献
で
は
、
越
州
山
陰
（〔
浙
江
紹
興
）〕
出
身
・
陸
游
の
『
入
蜀
記
』（
虁
州
〔
現
在
の

重
慶
市
〕
通
判
に
任
命
さ
れ
て
長
江
を
遡
り
任
地
へ
赴
く
紀
行
文
）
や
『
剣
南
詩
稿
』（
蜀
に
八
年
間
滞
在
時
の
作
品
が
そ
の
原
型
、
現

在
の
『
剣
南
詩
稿
』
は
八
十
五
巻
九
千
余
首
に
上
り
そ
れ
以
外
の
詩
も
入
っ
て
い
る
）
が
代
表
的
な
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
上
述
の

諸
葛
亮
は
琅
邪
（
山
東
・
臨
沂
）
が
本
籍
地
と
言
わ
れ
、
四
川
出
身
者
で
は
な
い
が
、
劉
備
の
参
謀
と
し
て
活
躍
し
、
成
都
に
は
武
侯
祠

も
あ
る
の
で
、『
諸
葛
孔
明
心
書
』
も
巴
蜀
文
献
で
あ
る
。
上
述
善
本
系
列
の
李
白
（
江
油
の
人
）・
蘇
軾
（
眉
山
の
人
）・
蘇
過
（
蘇
軾

の
第
三
子
）・
陳
田
夫
（
閬
中
の
人
）・
張
栻
（
綿
竹
の
人
）
な
ど
皆
四
川
を
代
表
す
る
有
名
人
物
な
の
で
、説
明
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
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宣
〔
二
〇
一
二
〕
一
一
〇
号
〉
に
選
出
さ
れ
、
毎
年
年
間
三
〇
〇
万
元
（
約
五
千
万
円
）
規
模
の
科
研
費
で
運
営
し
て
お
り
、
今
後
十

年
に
亘
っ
て
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。『
巴
蜀
全
書
』
は
大
別
し
て
三
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
は
巴
蜀
文
献
精
品
集
萃
、

二
は
『
巴
蜀
文
献
連
合
目
録
』
の
編
纂
、
お
よ
び
巴
蜀
文
献
古
籍
資
料
庫
の
構
築
、
三
は
再
造
巴
蜀
文
献
珍
本
善
本
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、

補
助
研
究
系
列
が
あ
る
。
既
に
巴
蜀
全
書
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
を
挙
げ
て
紹
介
し
よ
う
。

一
、
精
品
集
萃
系
列

『
蘇
軾
全
集
校
注
』
全
二
十
冊
（
張
志
烈
・
馬
徳
富
・
周
裕
鍇
著
、
二
〇
一
〇
年
、
河
北
人
民
出
版
社
）

『
蘇
過
詩
文
編
年
箋
注
』
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
（
蒋
宗
許
・
舒
大
剛
・
舒
星
校
補
、
二
〇
一
二
年
、
中
華
書
局
）

『
丹
鉛
総
録
箋
証
』
全
三
冊
（
王
大
淳
箋
証
、
二
〇
一
三
年
、
浙
江
古
籍
出
版
社
）

『
養
晴
室
遺
集
』
全
二
冊
（
王
大
厚
校
理
、
二
〇
一
三
年
、
巴
蜀
書
社
）

『
宋
会
要
輯
稿
』
全
十
六
冊
（
劉
琳
・
刁
忠
民
・
舒
大
剛
・
尹
波
等
点
校
、
二
〇
一
四
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）

『
宋
代
蜀
文
輯
存
校
補
』
全
六
冊
（
呉
洪
澤
補
編
、
二
〇
一
四
年
、
重
慶
大
学
出
版
社
）

『
穀
梁
春
秋
経
傳
古
義
疏
』（
鄭
偉
校
注
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
廖
平
全
集
』
全
十
一
冊
（
舒
大
剛
・
楊
世
文
主
編
、
二
〇
一
五
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）

『
華
陽
国
志
新
校
注
』（
劉
琳
校
注
、
二
〇
一
五
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
玉
田
書
室
詩
稿
箋
注
』（
霞
紹
暉
箋
注
、
二
〇
一
五
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
周
詩
新
詮
』（
任
乃
強
著
、
二
〇
一
五
年
、
巴
蜀
書
社
）

二
、
目
録
系
列

『
廖
平
著
述
考
』（
鄭
偉
著
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
宋
代
蜀
人
著
述
佚
存
録
』（
許
肇
鼎
著
、
二
〇
一
五
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

三
、
珍
本
善
本
系
列
（
影
印
）

蘇
軾
『
東
坡
先
生
書
伝
』
全
五
冊
線
装
（
万
暦
金
陵
畢
氏
『
両
蘇
経
解
』
本
）
蕭
山
古
籍
出
版
社
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蘇
軾
『
東
坡
先
生
易
伝
』
全
四
冊
線
装
（
万
暦
金
陵
畢
氏
『
両
蘇
経
解
』
本
）
東
江
印
務

陳
田
夫
『
南
嶽
総
勝
集
』
全
三
冊
線
装
（
宋
刻
本
）
富
陽
華
宝
斎

馮
継
先
『
春
秋
名
号
帰
一
図
』
全
二
冊
（
宋
刻
本
）
富
陽
華
宝
斎

諸
葛
亮
『
諸
葛
孔
明
心
書
』
全
一
冊
線
装
（
明
正
德
十
二
年
韓
襲
芳
銅
活
字
本
）
富
陽
華
宝
斎

蘇
軾
『
詩
集
伝
』
全
四
冊
線
装
（
南
宋
淳
熙
七
年
刊
本
）
富
陽
華
宝
斎

『
三
蘇
先
生
文
粋
』
全
六
冊
簡
易
製
本
、
東
江
印
務

『
李
太
白
詩
』
全
八
冊
簡
易
製
本
（
元
建
安
余
氏
勤
有
堂
刻
本
）
福
建
人
民
出
版
社

四
、
補
助
研
究
系
列

『
民
国
時
期
社
会
調
査
叢
編
（
三
編
）』
全
三
冊
（
何
一
民
・
姚
楽
野
主
編
、
二
〇
一
四
年
、
福
建
人
民
出
版
社
）

『
巴
蜀
書
法
理
論
選
粋
』（
王
万
洪
編
著
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
楊
慎
『
書
品
』
校
注
評
釈
』（
王
万
洪
著
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
師
範
大
学
電
子
出
版
社
）

五
、
そ
の
他

『
張
栻
集
』
全
四
冊
、
理
学
叢
書
（
楊
世
文
整
理
点
校
、
二
〇
一
五
年
、
中
華
書
局
）

『
巴
蜀
文
献
』
第
一
輯
（
二
〇
一
四
年
）、
二
輯
（
二
〇
一
五
年
）
四
川
大
学
出
版
社

こ
の
『
巴
蜀
全
書
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
文
献
で
あ
る
。
巴
蜀
出
身
者
だ
け
で
な
く
、
蜀
の
地
に
遊
ん
だ
際
の
紀
行
文
や
詩
集
は

先
述
し
た
よ
う
に
蜀
客
文
献
と
言
う
が
、
蜀
客
文
献
で
は
、
越
州
山
陰
（〔
浙
江
紹
興
）〕
出
身
・
陸
游
の
『
入
蜀
記
』（
虁
州
〔
現
在
の

重
慶
市
〕
通
判
に
任
命
さ
れ
て
長
江
を
遡
り
任
地
へ
赴
く
紀
行
文
）
や
『
剣
南
詩
稿
』（
蜀
に
八
年
間
滞
在
時
の
作
品
が
そ
の
原
型
、
現

在
の
『
剣
南
詩
稿
』
は
八
十
五
巻
九
千
余
首
に
上
り
そ
れ
以
外
の
詩
も
入
っ
て
い
る
）
が
代
表
的
な
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
上
述
の

諸
葛
亮
は
琅
邪
（
山
東
・
臨
沂
）
が
本
籍
地
と
言
わ
れ
、
四
川
出
身
者
で
は
な
い
が
、
劉
備
の
参
謀
と
し
て
活
躍
し
、
成
都
に
は
武
侯
祠

も
あ
る
の
で
、『
諸
葛
孔
明
心
書
』
も
巴
蜀
文
献
で
あ
る
。
上
述
善
本
系
列
の
李
白
（
江
油
の
人
）・
蘇
軾
（
眉
山
の
人
）・
蘇
過
（
蘇
軾

の
第
三
子
）・
陳
田
夫
（
閬
中
の
人
）・
張
栻
（
綿
竹
の
人
）
な
ど
皆
四
川
を
代
表
す
る
有
名
人
物
な
の
で
、説
明
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
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宣
〔
二
〇
一
二
〕
一
一
〇
号
〉
に
選
出
さ
れ
、
毎
年
年
間
三
〇
〇
万
元
（
約
五
千
万
円
）
規
模
の
科
研
費
で
運
営
し
て
お
り
、
今
後
十

年
に
亘
っ
て
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。『
巴
蜀
全
書
』
は
大
別
し
て
三
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
は
巴
蜀
文
献
精
品
集
萃
、

二
は
『
巴
蜀
文
献
連
合
目
録
』
の
編
纂
、
お
よ
び
巴
蜀
文
献
古
籍
資
料
庫
の
構
築
、
三
は
再
造
巴
蜀
文
献
珍
本
善
本
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、

補
助
研
究
系
列
が
あ
る
。
既
に
巴
蜀
全
書
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
を
挙
げ
て
紹
介
し
よ
う
。

一
、
精
品
集
萃
系
列

『
蘇
軾
全
集
校
注
』
全
二
十
冊
（
張
志
烈
・
馬
徳
富
・
周
裕
鍇
著
、
二
〇
一
〇
年
、
河
北
人
民
出
版
社
）

『
蘇
過
詩
文
編
年
箋
注
』
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
（
蒋
宗
許
・
舒
大
剛
・
舒
星
校
補
、
二
〇
一
二
年
、
中
華
書
局
）

『
丹
鉛
総
録
箋
証
』
全
三
冊
（
王
大
淳
箋
証
、
二
〇
一
三
年
、
浙
江
古
籍
出
版
社
）

『
養
晴
室
遺
集
』
全
二
冊
（
王
大
厚
校
理
、
二
〇
一
三
年
、
巴
蜀
書
社
）

『
宋
会
要
輯
稿
』
全
十
六
冊
（
劉
琳
・
刁
忠
民
・
舒
大
剛
・
尹
波
等
点
校
、
二
〇
一
四
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）

『
宋
代
蜀
文
輯
存
校
補
』
全
六
冊
（
呉
洪
澤
補
編
、
二
〇
一
四
年
、
重
慶
大
学
出
版
社
）

『
穀
梁
春
秋
経
傳
古
義
疏
』（
鄭
偉
校
注
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
廖
平
全
集
』
全
十
一
冊
（
舒
大
剛
・
楊
世
文
主
編
、
二
〇
一
五
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）

『
華
陽
国
志
新
校
注
』（
劉
琳
校
注
、
二
〇
一
五
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
玉
田
書
室
詩
稿
箋
注
』（
霞
紹
暉
箋
注
、
二
〇
一
五
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
周
詩
新
詮
』（
任
乃
強
著
、
二
〇
一
五
年
、
巴
蜀
書
社
）

二
、
目
録
系
列

『
廖
平
著
述
考
』（
鄭
偉
著
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

『
宋
代
蜀
人
著
述
佚
存
録
』（
許
肇
鼎
著
、
二
〇
一
五
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）

三
、
珍
本
善
本
系
列
（
影
印
）

蘇
軾
『
東
坡
先
生
書
伝
』
全
五
冊
線
装
（
万
暦
金
陵
畢
氏
『
両
蘇
経
解
』
本
）
蕭
山
古
籍
出
版
社
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四
、『
宋
会
要
輯
稿
』

古
籍
整
理
研
究
所
で
は
九
十
年
代
か
ら
、『
宋
会
要
輯
稿
』
の
電
子
化
計
画
を
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
・
台
湾
中
央
研
究
院
と
共
同
で
進
め
、

古
籍
整
理
研
究
所
が
校
点
の
責
務
を
負
い
、
台
湾
中
央
研
究
院
「
中
研
院
漢
籍
電
子
文
献
」
に
提
供
し
て
い
た
。
二
〇
〇
九
年
、
上
海
古

籍
出
版
社
と
の
協
議
に
よ
り
精
度
を
上
げ
た
校
点
整
理
を
施
し
、
四
年
が
か
り
で
進
め
ら
れ
た
。
校
点
者
は
劉
琳
・
刁
忠
民
・
王
暁
波
・

李
文
沢
・
郭
斉
・
李
勇
先
・
尹
波
・
王
智
勇
・
呉
洪
沢
・
徐
亮
功
・
郭
聲
波
・
黄
錦
君
・
楊
世
文
・
王
小
紅
・
舒
大
剛
の
十
五
名
で
あ
る
。『
宋

会
要
輯
稿
』（
全
十
六
冊
）
は
二
〇
一
四
年
六
月
に
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
全
国
優
秀
古
籍
図
書
の
最
優
秀
賞

を
受
賞
、
さ
ら
に
第
十
四
回
上
海
市
図
書
特
別
賞
（
二
〇
一
三
～
二
〇
一
五
年
）
を
受
賞
し
た
。

こ
こ
で
少
し
『
宋
会
要
輯
稿
』
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
徐
松
（
一
七
八
一
～
一
八
四
八
）
が
『
永
楽
大
典
』
の
中
の
宋
代
の
会
要
を

す
べ
て
ぬ
き
出
し
て
『
宋
会
要
輯
稿
』
を
作
り
、
そ
の
原
稿
が
中
国
国
家
図
書
館
（
前
・
北
平
図
書
館
）
に
保
存
し
て
あ
り
、
一
九
三
六

年
に
当
時
の
北
京
図
書
館
（
現
・
中
国
国
家
図
書
館
）
か
ら
二
百
冊
の
影
印
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。（
二
百
冊
は
厖
大
な
の
で
、

一
九
五
八
年
、
上
海
中
華
書
店
に
よ
っ
て
そ
れ
が
八
冊
に
縮
印
さ
れ
た
。）

『
宋
会
要
輯
稿
』
は
、
帝
系
・
后
妃
・
楽
・
礼
・
輿
服
・
儀
制
・
瑞
異
・
運
暦
・
崇
儒
・
職
官
・
選
挙
・
食
貨
・
刑
法
・
兵
・
方
域
・
蕃
夷
・

道
釈
の
部
門
ご
と
に
『
永
楽
大
典
』
の
各
会
要
か
ら
時
代
順
に
列
挙
し
た
抜
書
き
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
徐
松
が
抜
書
き
し

た
部
分
で
あ
る
『
宋
会
要
』
は
張
従
祖
編
纂
『
総
類
国
朝
会
要
』
と
李
心
伝
編
纂
『
続
総
類
国
朝
会
要
』
で
あ
り
、
こ
の
両
書
の
編
者
つ

ま
り
張
従
祖
と
李
心
伝
は
四
川
の
出
身
な
の
で
あ
る
。『
宋
会
要
輯
稿
』
が
巴
蜀
全
書
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
そ
の
理
由
は
こ
こ
に

あ
る
。
張
従
祖
は
崇
慶
府
江
原
県
（
現
、
四
川
崇
州
）
の
人
で
、
魏
了
翁
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
李
心
伝
は
隆
州
井
研
（
現
、
四
川
井
研
）

で
、『
建
炎
以
来
以
来
繋
年
要
録
』・『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
歴
史
家
で
あ
る
。
宋
代
巴
蜀
地
域
は
『
続

資
治
通
鑑
長
編
』
の
著
者
李
燾
（
眉
州
丹
棱
の
人
）、『
宋
朝
事
実
』
の
李
攸
（
瀘
州
の
人
）、『
東
都
事
略
』
の
王
偁
（
眉
山
の
人
）、『
皇

宋
続
資
治
通
鑑
紀
事
本
末
』
の
楊
仲
良
（
眉
山
の
人
）、『
十
朝
綱
要
』
の
李
埴
（
眉
州
丹
棱
の
人
）、『
太
平
治
跡
統
類
』・『
中
興
治
跡
統

類
』
の
彭
百
川
（
眉
山
の
人
）
な
ど
歴
史
家
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
宋
代
史
資
料
の
編
纂
に
巴
蜀
ゆ
か
り
の
人
物
が
関
わ
っ
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『
玉
田
書
室
詩
稿
箋
注
』
は
、
四
川
の
詩
人
・
范
問
予
（
一
九
〇
〇
～
一
九
六
九
）
の
詩
集
で
、
一
九
一
七
～
一
九
六
八
年
の
五
十
二
年

間
に
作
ら
れ
た
二
百
首
で
あ
り
、革
命
家
の
視
点
か
ら
社
会
の
変
遷
を
詠
っ
て
お
り
、資
料
的
な
価
値
も
高
い
。『
宋
代
蜀
人
著
述
佚
存
録
』

は
、
一
九
八
六
年
に
許
肇
鼎
が
巴
蜀
書
社
よ
り
出
版
し
た
も
の
に
修
訂
を
加
え
、
一
〇
〇
〇
余
条
を
補
充
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
任
乃

強
（
一
八
九
四
年
～
一
九
八
九
）
は
南
充
の
人
で
藏
族
（
チ
ベ
ッ
ト
）
や
羌
族
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
。『
周
詩
新
詮
』
は
彼
の
『
詩
経
』

研
究
で
あ
り
、
文
字
学
や
歴
史
地
理
学
を
用
い
て
歴
史
文
化
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
巴
蜀
全
書
』
と
し
て
校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
が
出
版
さ
れ
た
の
も
、「
巴
蜀
」
と
い
う
視
点
か
ら
文
献
を
捉
え
直
し
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
れ
ま
で
四
川
大
学
歴
史
系
で
は
、
巴
蜀
地
域
史
の
研
究
と
し
て
、
胡
昭
曦
・
劉
復
生
・

粟
品
孝
『
宋
代
蜀
学
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、一
九
九
七
年
）、胡
昭
曦
『
宋
代
蜀
学
論
集
』（
四
川
人
民
出
版
社
、二
〇
〇
四
年
）、胡
昭
曦
『
巴

蜀
歴
史
考
察
研
究
』（
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
の
成
果
を
出
版
し
て
き
た
。
ま
た
地
域
的
な
学
問
の
特
色
と
し
て
易
学
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

巴
蜀
出
身
の
北
宋
の
陳
摶
、
宋
代
に
涪
陵
に
流
謫
さ
れ
た
程
頤
や
そ
の
際
に
交
流
し
た
譙
定
、
ま
た
邵
雍
の
息
子
で
蜀
に
一
時
期
住
ん
だ

邵
伯
温
な
ど
も
巴
蜀
地
域
易
学
を
形
成
し
た
人
々
で
あ
る
。
邛
崃
出
身
の
張
行
成
や
綿
竹
出
身
の
張
栻
、
蒲
江
出
身
の
魏
了
翁
に
も
独
自

の
易
学
が
あ
る
。
明
代
の
来
知
徳
も
重
慶
・
梁
平
の
出
身
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
巴
蜀
」
の
脈
絡
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
今
後
、『
巴
蜀
全

書
』
の
な
か
で
別
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
「
蜀
学
叢
刊
」
系
列
が
創
刊
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。「
蜀
学
叢
刊
」
は
、
両
漢
（
文
翁
石
室
と
楊

雄
ら
の
活
躍
）・
両
宋
（
蘇
軾
か
ら
張
栻
へ
）・
晩
清
（
尊
経
書
院
）
と
い
う
三
つ
の
隆
盛
期
を
柱
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
狭
義
の
「
蜀
学
」

と
い
え
ば
、
蘇
軾
を
中
心
と
す
る
学
問
で
程
頤
ら
洛
学
に
対
抗
す
る
言
い
方
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
献
と
い
う
視
点
か
ら

広
義
の
「
蜀
学
」
と
し
て
と
ら
え
直
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
巴
蜀
地
域
文
化
の
精
華
と
し
て
の
文
献
を
総
集
し
よ
う
と
い
う
の
が
『
巴
蜀
全
書
』
の
主
た
る
目
的
な
の
で
、
大
陸
で

は
既
に
散
逸
し
た
巴
蜀
文
献
や
外
国
人
の
著
述
に
よ
る
巴
蜀
文
献
と
い
っ
た
海
外
所
蔵
の
巴
蜀
文
献
を
調
査
す
る
必
要
も
あ
り
、
そ
の
調

査
が
古
籍
研
究
所
で
の
筆
者
の
任
務
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

以
下
に
、『
巴
蜀
全
書
』
の
突
出
し
た
成
果
と
い
う
べ
き
校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
と
『
廖
平
全
集
』
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
な
お
、

出
版
物
・
構
成
メ
ン
バ
ー
の
経
歴
・
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
を
参
照
さ
れ
た
い
。（

5
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四
、『
宋
会
要
輯
稿
』

古
籍
整
理
研
究
所
で
は
九
十
年
代
か
ら
、『
宋
会
要
輯
稿
』
の
電
子
化
計
画
を
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
・
台
湾
中
央
研
究
院
と
共
同
で
進
め
、

古
籍
整
理
研
究
所
が
校
点
の
責
務
を
負
い
、
台
湾
中
央
研
究
院
「
中
研
院
漢
籍
電
子
文
献
」
に
提
供
し
て
い
た
。
二
〇
〇
九
年
、
上
海
古

籍
出
版
社
と
の
協
議
に
よ
り
精
度
を
上
げ
た
校
点
整
理
を
施
し
、
四
年
が
か
り
で
進
め
ら
れ
た
。
校
点
者
は
劉
琳
・
刁
忠
民
・
王
暁
波
・

李
文
沢
・
郭
斉
・
李
勇
先
・
尹
波
・
王
智
勇
・
呉
洪
沢
・
徐
亮
功
・
郭
聲
波
・
黄
錦
君
・
楊
世
文
・
王
小
紅
・
舒
大
剛
の
十
五
名
で
あ
る
。『
宋

会
要
輯
稿
』（
全
十
六
冊
）
は
二
〇
一
四
年
六
月
に
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
全
国
優
秀
古
籍
図
書
の
最
優
秀
賞

を
受
賞
、
さ
ら
に
第
十
四
回
上
海
市
図
書
特
別
賞
（
二
〇
一
三
～
二
〇
一
五
年
）
を
受
賞
し
た
。

こ
こ
で
少
し
『
宋
会
要
輯
稿
』
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
徐
松
（
一
七
八
一
～
一
八
四
八
）
が
『
永
楽
大
典
』
の
中
の
宋
代
の
会
要
を

す
べ
て
ぬ
き
出
し
て
『
宋
会
要
輯
稿
』
を
作
り
、
そ
の
原
稿
が
中
国
国
家
図
書
館
（
前
・
北
平
図
書
館
）
に
保
存
し
て
あ
り
、
一
九
三
六

年
に
当
時
の
北
京
図
書
館
（
現
・
中
国
国
家
図
書
館
）
か
ら
二
百
冊
の
影
印
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。（
二
百
冊
は
厖
大
な
の
で
、

一
九
五
八
年
、
上
海
中
華
書
店
に
よ
っ
て
そ
れ
が
八
冊
に
縮
印
さ
れ
た
。）

『
宋
会
要
輯
稿
』
は
、
帝
系
・
后
妃
・
楽
・
礼
・
輿
服
・
儀
制
・
瑞
異
・
運
暦
・
崇
儒
・
職
官
・
選
挙
・
食
貨
・
刑
法
・
兵
・
方
域
・
蕃
夷
・

道
釈
の
部
門
ご
と
に
『
永
楽
大
典
』
の
各
会
要
か
ら
時
代
順
に
列
挙
し
た
抜
書
き
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
徐
松
が
抜
書
き
し

た
部
分
で
あ
る
『
宋
会
要
』
は
張
従
祖
編
纂
『
総
類
国
朝
会
要
』
と
李
心
伝
編
纂
『
続
総
類
国
朝
会
要
』
で
あ
り
、
こ
の
両
書
の
編
者
つ

ま
り
張
従
祖
と
李
心
伝
は
四
川
の
出
身
な
の
で
あ
る
。『
宋
会
要
輯
稿
』
が
巴
蜀
全
書
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
そ
の
理
由
は
こ
こ
に

あ
る
。
張
従
祖
は
崇
慶
府
江
原
県
（
現
、
四
川
崇
州
）
の
人
で
、
魏
了
翁
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
李
心
伝
は
隆
州
井
研
（
現
、
四
川
井
研
）

で
、『
建
炎
以
来
以
来
繋
年
要
録
』・『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
歴
史
家
で
あ
る
。
宋
代
巴
蜀
地
域
は
『
続

資
治
通
鑑
長
編
』
の
著
者
李
燾
（
眉
州
丹
棱
の
人
）、『
宋
朝
事
実
』
の
李
攸
（
瀘
州
の
人
）、『
東
都
事
略
』
の
王
偁
（
眉
山
の
人
）、『
皇

宋
続
資
治
通
鑑
紀
事
本
末
』
の
楊
仲
良
（
眉
山
の
人
）、『
十
朝
綱
要
』
の
李
埴
（
眉
州
丹
棱
の
人
）、『
太
平
治
跡
統
類
』・『
中
興
治
跡
統

類
』
の
彭
百
川
（
眉
山
の
人
）
な
ど
歴
史
家
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
宋
代
史
資
料
の
編
纂
に
巴
蜀
ゆ
か
り
の
人
物
が
関
わ
っ
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『
玉
田
書
室
詩
稿
箋
注
』
は
、
四
川
の
詩
人
・
范
問
予
（
一
九
〇
〇
～
一
九
六
九
）
の
詩
集
で
、
一
九
一
七
～
一
九
六
八
年
の
五
十
二
年

間
に
作
ら
れ
た
二
百
首
で
あ
り
、革
命
家
の
視
点
か
ら
社
会
の
変
遷
を
詠
っ
て
お
り
、資
料
的
な
価
値
も
高
い
。『
宋
代
蜀
人
著
述
佚
存
録
』

は
、
一
九
八
六
年
に
許
肇
鼎
が
巴
蜀
書
社
よ
り
出
版
し
た
も
の
に
修
訂
を
加
え
、
一
〇
〇
〇
余
条
を
補
充
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
任
乃

強
（
一
八
九
四
年
～
一
九
八
九
）
は
南
充
の
人
で
藏
族
（
チ
ベ
ッ
ト
）
や
羌
族
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
。『
周
詩
新
詮
』
は
彼
の
『
詩
経
』

研
究
で
あ
り
、
文
字
学
や
歴
史
地
理
学
を
用
い
て
歴
史
文
化
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
巴
蜀
全
書
』
と
し
て
校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
が
出
版
さ
れ
た
の
も
、「
巴
蜀
」
と
い
う
視
点
か
ら
文
献
を
捉
え
直
し
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
れ
ま
で
四
川
大
学
歴
史
系
で
は
、
巴
蜀
地
域
史
の
研
究
と
し
て
、
胡
昭
曦
・
劉
復
生
・

粟
品
孝
『
宋
代
蜀
学
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、一
九
九
七
年
）、胡
昭
曦
『
宋
代
蜀
学
論
集
』（
四
川
人
民
出
版
社
、二
〇
〇
四
年
）、胡
昭
曦
『
巴

蜀
歴
史
考
察
研
究
』（
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
の
成
果
を
出
版
し
て
き
た
。
ま
た
地
域
的
な
学
問
の
特
色
と
し
て
易
学
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

巴
蜀
出
身
の
北
宋
の
陳
摶
、
宋
代
に
涪
陵
に
流
謫
さ
れ
た
程
頤
や
そ
の
際
に
交
流
し
た
譙
定
、
ま
た
邵
雍
の
息
子
で
蜀
に
一
時
期
住
ん
だ

邵
伯
温
な
ど
も
巴
蜀
地
域
易
学
を
形
成
し
た
人
々
で
あ
る
。
邛
崃
出
身
の
張
行
成
や
綿
竹
出
身
の
張
栻
、
蒲
江
出
身
の
魏
了
翁
に
も
独
自

の
易
学
が
あ
る
。
明
代
の
来
知
徳
も
重
慶
・
梁
平
の
出
身
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
巴
蜀
」
の
脈
絡
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
今
後
、『
巴
蜀
全

書
』
の
な
か
で
別
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
「
蜀
学
叢
刊
」
系
列
が
創
刊
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。「
蜀
学
叢
刊
」
は
、
両
漢
（
文
翁
石
室
と
楊

雄
ら
の
活
躍
）・
両
宋
（
蘇
軾
か
ら
張
栻
へ
）・
晩
清
（
尊
経
書
院
）
と
い
う
三
つ
の
隆
盛
期
を
柱
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
狭
義
の
「
蜀
学
」

と
い
え
ば
、
蘇
軾
を
中
心
と
す
る
学
問
で
程
頤
ら
洛
学
に
対
抗
す
る
言
い
方
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
献
と
い
う
視
点
か
ら

広
義
の
「
蜀
学
」
と
し
て
と
ら
え
直
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
巴
蜀
地
域
文
化
の
精
華
と
し
て
の
文
献
を
総
集
し
よ
う
と
い
う
の
が
『
巴
蜀
全
書
』
の
主
た
る
目
的
な
の
で
、
大
陸
で

は
既
に
散
逸
し
た
巴
蜀
文
献
や
外
国
人
の
著
述
に
よ
る
巴
蜀
文
献
と
い
っ
た
海
外
所
蔵
の
巴
蜀
文
献
を
調
査
す
る
必
要
も
あ
り
、
そ
の
調

査
が
古
籍
研
究
所
で
の
筆
者
の
任
務
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

以
下
に
、『
巴
蜀
全
書
』
の
突
出
し
た
成
果
と
い
う
べ
き
校
点
本
『
宋
会
要
輯
稿
』
と
『
廖
平
全
集
』
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
な
お
、

出
版
物
・
構
成
メ
ン
バ
ー
の
経
歴
・
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
を
参
照
さ
れ
た
い
。（
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（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五
、『
廖
平
全
集
』

廖
平
（
一
八
五
二
～
一
九
三
二
）
は
四
川
・
井
研
県
出
身
で
、
尊
経
書
院
で
公
羊
学
を
学
び
、
康
有
為
に
思
想
的
な
影
響
を
与
え
た
と

言
わ
れ
る
近
代
蜀
学
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
廖
平
に
つ
い
て
は
専
論（

（（
（

に
譲
り
、『
廖
平
全
集
』に
絞
っ
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

『
廖
平
全
集
』（
全
十
一
冊
）
は
、二
〇
一
五
年
十
月
に
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
校
点
者
は
楊
世
文
・
舒
大
剛
・
邱
進
之
・
鄭
偉
・

劉
明
琴
で
あ
る
。
廖
平
の
娘
・
廖
幼
平
が
編
纂
し
た
『
六
訳
先
生
未
刻
已
刻
各
書
目
表
』（

（（
（

に
は
未
刻
二
十
一
種
、
已
刻
九
十
七
種
と
あ
る
。

廖
幼
平
の
『
廖
季
平
年
譜
』（

（（
（

に
附
し
た
卞
吉
新
編
『
現
存
廖
季
平
著
作
目
録
』
は
当
時
の
四
川
省
図
書
館
お
よ
び
四
川
省
社
会
科
学
院
が

所
蔵
す
る
も
の
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
で
も
一
〇
四
種
に
上
る
。『
廖
平
全
集
』
に
先
ん
じ
て
刊
行
さ
れ
た
『
廖
平
著
述
考
』（
鄭

偉
著
、
二
〇
一
四
年
）
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
已
佚
・
手
校
本
・
擬
撰
者
な
ど
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
七
二
二
種
に
な
る
と
い
う
。『
廖
平
全
集
』

で
は
一
九
二
一
年
に
成
都
で
出
版
さ
れ
た
『
六
訳
館
叢
書
』
と
『
四
益
館
経
学
叢
書
』
と
を
基
礎
に
し
て
広
範
に
資
料
を
探
し
、
群
経
類

（
一
七
種
）・
周
易
類
（
五
種
）・
尚
書
類
（
六
種
）・
詩
経
類
（
二
種
）・
三
礼
類
（
十
一
種
）・
春
秋
類
（
十
六
種
）・
雑
著
類
（
一
四
種
）・

医
書
類
（
二
六
種
）・
術
数
類
（
四
種
）・
附
録
（
六
種
）、
合
計
一
〇
七
種
を
選
び
編
集
し
た
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
全
書
と
い

う
形
で
整
理
さ
れ
、
校
点
・
標
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
、
研
究
者
に
と
っ
て
格
段
に
便
利
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
資
料
で
は
気

づ
か
な
か
っ
た
問
題
も
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
第
一
冊
目
「
知
聖
篇
」
は
家
蔵
本
も
参
照
し
て
お
り
、
家
蔵
本
で
は
「
六
芸
」
が
「
六

経
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
で
廖
平
は
清
末
民
初
の
思
想
研
究
分
野
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
廖
平
自
身
は
経
学
研
究
の
み
な

ら
ず
、
医
学
や
術
数
に
渉
る
広
範
な
知
識
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
第
十
一
冊
術
数
に
は
風
水
書
「
撼
龍
経
傳
訂
本
注
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
が
、こ
れ
は
彼
が『
王
制
』『
周
礼
訂
本
』の
形
式
に
倣
い
経
・
傳
・
説
に
分
け
て
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
代
の
寇
宗（
重
慶
・

渠
縣
の
人
）が
注
を
施
し
た『
撼
龍
経
批
注
校
補
』と
比
較
し
て
み
る
と
、経
書
を
重
視
し
た
廖
平
の
学
問
と
い
う
も
の
が
一
目
で
わ
か
る
。

『
巴
蜀
全
書
』
で
は
既
に
『
廖
平
全
書
』
と
は
別
に
廖
平
の
『
穀
梁
春
秋
経
傳
古
義
疏
』（
鄭
偉
校
注
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
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て
い
る
こ
と
も
『
宋
会
要
輯
稿
』
が
『
巴
蜀
全
書
』
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
理
由
を
補
填
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、『
宋
会
要
』
に
関
す
る
研
究
に
は
既
に
歴
史
が
あ
り
、
一
九
七
〇
年
に
は
日
本
の
東
洋
文
庫
の
宋
代
史
研
究
委
員

会
よ
り
『
宋
会
要
研
究
備
要 

： 

目
録 

』
が
刊
行
さ
れ
、
爾
来
東
洋
文
庫
の
宋
代
史
研
究
を
中
心
に
『
宋
会
要
輯
稿
食
貨
索
引 

： 

人
名
・

書
名
篇
』（
一
九
八
二
年
）
な
ど
の
工
具
書
が
編
纂
さ
れ
、
梅
原
郁
編
『
宋
会
要
輯
稿
編
年
索
引
』
が
一
九
九
五
年
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
か
ら
東
洋
文
庫
で
は
『
宋
会
要
輯
稿
』
の
食
貨
篇
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
て
い

る
。（

6
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従
来
こ
れ
ら
の
研
究
は
主
に
歴
史
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
研
究
も
食
貨
部
分
に
や
や
偏
っ
た
成
果
が
見
ら
れ

る
。
特
に
宋
代
経
済
史
や
社
会
史
分
野
で
は
、『
宋
会
要
輯
稿
』
は
基
本
中
の
基
本
の
必
読
書
で
あ
り
、
む
し
ろ
現
在
に
至
る
ま
で
点
校

が
さ
れ
な
か
っ
た
方
が
不
思
議
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
宋
会
要
輯
稿
』
は
一
九
三
六
年
の
唯
一
刊
本
が
二
百
冊
と
い

う
大
部
で
あ
り
、『
宋
会
要
輯
稿
』
そ
の
も
の
の
読
解
が
難
し
い
た
め
か
、思
想
研
究
の
方
面
か
ら
は
専
門
的
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

近
年
に
な
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
普
及
に
よ
り
祭
礼
に
関
す
る
記
述
な
ど
簡
単
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
六
年

よ
り
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
に
て
連
載
中
の
「
宋
会
要
道
釈
部
訓
注
」（
一
～
十
）（

7
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な
ど
仏
教
方
面
か
ら
、
松
本
浩
一（

8
（

な
ど
儀
礼
の
方

面
か
ら
『
宋
会
要
輯
稿
』
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
研
究
者
が
次
第
に
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
校
点
本
『
宋

会
要
輯
稿
』
の
刊
行
は
、
研
究
者
に
定
本
を
提
供
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
画
期
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

筆
者
の
個
人
的
な
感
想
で
は
あ
る
が
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
『
朱
子
語
類
』
全
巻
の
訳
注
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
資
料
と
し
て

も
、
校
点
整
理
さ
れ
た
『
宋
会
要
輯
稿
』
が
我
々
研
究
者
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
は
甚
大
で
あ
る
。
例
え
ば
、
運
暦
一
～
二
（
第
五
冊
、

二
六
七
九
頁
～
二
七
二
六
頁
）
は
、
五
運
・
暦
法
・
修
日
暦
・
修
実
録
・
諸
儒
論
三
家
異
同
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
で
、
各
会
要
か
ら
記
事
を

抽
出
し
て
並
べ
て
あ
り
、
こ
れ
ら
を
見
つ
つ
、
た
と
え
ば
山
田
慶
兒
『
朱
子
の
自
然
学
』
の
天
文
学
の
箇
所
を
読
ん
で
み
る
と
、
朱
熹
が

語
録
で
な
ぜ
門
人
と
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
改
暦
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
の
か
、
当
時
の
背
景
を
一
挙
に
把
握
し
う
る
の
で
非
常
に
便
利
で

あ
る
。
ほ
か
に
も
例
え
ば
、崇
儒
一
～
七
（
二
七
四
三
頁
～
二
九
三
三
頁
）（

9
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は
、『
群
書
考
索
』
や
各
『
文
集
』
と
も
対
校
し
て
あ
る
の
で
、

同
様
の
記
述
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
一
目
で
わ
か
る
の
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。『
宋
会
要
輯
稿
』
の
校
点
・
校
勘
作
業
に
お
け
る
具
体

的
事
例
に
つ
い
て
は
、
尹
波
「
巴
蜀
文
化
の
一
柱
の
豊
碑
、
宋
代
文
化
の
一
棟
の
宝
庫
―
『
宋
会
要
輯
稿
』
の
錯
簡
脱
漏
に
関
す
る
浅
解
」
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（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五
、『
廖
平
全
集
』

廖
平
（
一
八
五
二
～
一
九
三
二
）
は
四
川
・
井
研
県
出
身
で
、
尊
経
書
院
で
公
羊
学
を
学
び
、
康
有
為
に
思
想
的
な
影
響
を
与
え
た
と

言
わ
れ
る
近
代
蜀
学
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
廖
平
に
つ
い
て
は
専
論（

（（
（

に
譲
り
、『
廖
平
全
集
』に
絞
っ
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

『
廖
平
全
集
』（
全
十
一
冊
）
は
、二
〇
一
五
年
十
月
に
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
校
点
者
は
楊
世
文
・
舒
大
剛
・
邱
進
之
・
鄭
偉
・

劉
明
琴
で
あ
る
。
廖
平
の
娘
・
廖
幼
平
が
編
纂
し
た
『
六
訳
先
生
未
刻
已
刻
各
書
目
表
』（

（（
（

に
は
未
刻
二
十
一
種
、
已
刻
九
十
七
種
と
あ
る
。

廖
幼
平
の
『
廖
季
平
年
譜
』（

（（
（

に
附
し
た
卞
吉
新
編
『
現
存
廖
季
平
著
作
目
録
』
は
当
時
の
四
川
省
図
書
館
お
よ
び
四
川
省
社
会
科
学
院
が

所
蔵
す
る
も
の
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
で
も
一
〇
四
種
に
上
る
。『
廖
平
全
集
』
に
先
ん
じ
て
刊
行
さ
れ
た
『
廖
平
著
述
考
』（
鄭

偉
著
、
二
〇
一
四
年
）
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
已
佚
・
手
校
本
・
擬
撰
者
な
ど
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
七
二
二
種
に
な
る
と
い
う
。『
廖
平
全
集
』

で
は
一
九
二
一
年
に
成
都
で
出
版
さ
れ
た
『
六
訳
館
叢
書
』
と
『
四
益
館
経
学
叢
書
』
と
を
基
礎
に
し
て
広
範
に
資
料
を
探
し
、
群
経
類

（
一
七
種
）・
周
易
類
（
五
種
）・
尚
書
類
（
六
種
）・
詩
経
類
（
二
種
）・
三
礼
類
（
十
一
種
）・
春
秋
類
（
十
六
種
）・
雑
著
類
（
一
四
種
）・

医
書
類
（
二
六
種
）・
術
数
類
（
四
種
）・
附
録
（
六
種
）、
合
計
一
〇
七
種
を
選
び
編
集
し
た
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
全
書
と
い

う
形
で
整
理
さ
れ
、
校
点
・
標
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
、
研
究
者
に
と
っ
て
格
段
に
便
利
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
資
料
で
は
気

づ
か
な
か
っ
た
問
題
も
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
第
一
冊
目
「
知
聖
篇
」
は
家
蔵
本
も
参
照
し
て
お
り
、
家
蔵
本
で
は
「
六
芸
」
が
「
六

経
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
で
廖
平
は
清
末
民
初
の
思
想
研
究
分
野
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
廖
平
自
身
は
経
学
研
究
の
み
な

ら
ず
、
医
学
や
術
数
に
渉
る
広
範
な
知
識
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
第
十
一
冊
術
数
に
は
風
水
書
「
撼
龍
経
傳
訂
本
注
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
が
、こ
れ
は
彼
が『
王
制
』『
周
礼
訂
本
』の
形
式
に
倣
い
経
・
傳
・
説
に
分
け
て
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
代
の
寇
宗（
重
慶
・

渠
縣
の
人
）が
注
を
施
し
た『
撼
龍
経
批
注
校
補
』と
比
較
し
て
み
る
と
、経
書
を
重
視
し
た
廖
平
の
学
問
と
い
う
も
の
が
一
目
で
わ
か
る
。

『
巴
蜀
全
書
』
で
は
既
に
『
廖
平
全
書
』
と
は
別
に
廖
平
の
『
穀
梁
春
秋
経
傳
古
義
疏
』（
鄭
偉
校
注
、
二
〇
一
四
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
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て
い
る
こ
と
も
『
宋
会
要
輯
稿
』
が
『
巴
蜀
全
書
』
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
理
由
を
補
填
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、『
宋
会
要
』
に
関
す
る
研
究
に
は
既
に
歴
史
が
あ
り
、
一
九
七
〇
年
に
は
日
本
の
東
洋
文
庫
の
宋
代
史
研
究
委
員

会
よ
り
『
宋
会
要
研
究
備
要 

： 

目
録 

』
が
刊
行
さ
れ
、
爾
来
東
洋
文
庫
の
宋
代
史
研
究
を
中
心
に
『
宋
会
要
輯
稿
食
貨
索
引 

： 

人
名
・

書
名
篇
』（
一
九
八
二
年
）
な
ど
の
工
具
書
が
編
纂
さ
れ
、
梅
原
郁
編
『
宋
会
要
輯
稿
編
年
索
引
』
が
一
九
九
五
年
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
か
ら
東
洋
文
庫
で
は
『
宋
会
要
輯
稿
』
の
食
貨
篇
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
て
い

る
。（

6
（

従
来
こ
れ
ら
の
研
究
は
主
に
歴
史
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
研
究
も
食
貨
部
分
に
や
や
偏
っ
た
成
果
が
見
ら
れ

る
。
特
に
宋
代
経
済
史
や
社
会
史
分
野
で
は
、『
宋
会
要
輯
稿
』
は
基
本
中
の
基
本
の
必
読
書
で
あ
り
、
む
し
ろ
現
在
に
至
る
ま
で
点
校

が
さ
れ
な
か
っ
た
方
が
不
思
議
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
宋
会
要
輯
稿
』
は
一
九
三
六
年
の
唯
一
刊
本
が
二
百
冊
と
い

う
大
部
で
あ
り
、『
宋
会
要
輯
稿
』
そ
の
も
の
の
読
解
が
難
し
い
た
め
か
、思
想
研
究
の
方
面
か
ら
は
専
門
的
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

近
年
に
な
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
普
及
に
よ
り
祭
礼
に
関
す
る
記
述
な
ど
簡
単
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
六
年

よ
り
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
に
て
連
載
中
の
「
宋
会
要
道
釈
部
訓
注
」（
一
～
十
）（

7
（

な
ど
仏
教
方
面
か
ら
、
松
本
浩
一（

8
（

な
ど
儀
礼
の
方

面
か
ら
『
宋
会
要
輯
稿
』
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
研
究
者
が
次
第
に
増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
校
点
本
『
宋

会
要
輯
稿
』
の
刊
行
は
、
研
究
者
に
定
本
を
提
供
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
画
期
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

筆
者
の
個
人
的
な
感
想
で
は
あ
る
が
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
『
朱
子
語
類
』
全
巻
の
訳
注
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
資
料
と
し
て

も
、
校
点
整
理
さ
れ
た
『
宋
会
要
輯
稿
』
が
我
々
研
究
者
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
は
甚
大
で
あ
る
。
例
え
ば
、
運
暦
一
～
二
（
第
五
冊
、

二
六
七
九
頁
～
二
七
二
六
頁
）
は
、
五
運
・
暦
法
・
修
日
暦
・
修
実
録
・
諸
儒
論
三
家
異
同
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
で
、
各
会
要
か
ら
記
事
を

抽
出
し
て
並
べ
て
あ
り
、
こ
れ
ら
を
見
つ
つ
、
た
と
え
ば
山
田
慶
兒
『
朱
子
の
自
然
学
』
の
天
文
学
の
箇
所
を
読
ん
で
み
る
と
、
朱
熹
が

語
録
で
な
ぜ
門
人
と
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
改
暦
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
の
か
、
当
時
の
背
景
を
一
挙
に
把
握
し
う
る
の
で
非
常
に
便
利
で

あ
る
。
ほ
か
に
も
例
え
ば
、崇
儒
一
～
七
（
二
七
四
三
頁
～
二
九
三
三
頁
）（

9
（

は
、『
群
書
考
索
』
や
各
『
文
集
』
と
も
対
校
し
て
あ
る
の
で
、

同
様
の
記
述
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
一
目
で
わ
か
る
の
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
。『
宋
会
要
輯
稿
』
の
校
点
・
校
勘
作
業
に
お
け
る
具
体

的
事
例
に
つ
い
て
は
、
尹
波
「
巴
蜀
文
化
の
一
柱
の
豊
碑
、
宋
代
文
化
の
一
棟
の
宝
庫
―
『
宋
会
要
輯
稿
』
の
錯
簡
脱
漏
に
関
す
る
浅
解
」
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り
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
はhttp://w

w
w

.kxtw
z.com

/

を
参
照
。

（
５
） 

巴
蜀
全
書
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://bsqs.scu.edu.cn/

　
儒
蔵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://gj.scu.edu.cn/

（
６
） http://124.33.215.236/sokaiyo/sokaiyo_query_input.php

（
７
） 「『
宋
会
要
』
道
釈
部
訓
注
」
一
～
十
、『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
六
年
～
同
誌
第
四
六
号
、
二
〇
一
五
年
。

（
８
） 「
宋
代
の
賜
額
・
賜
号
に
つ
い
て
：
主
と
し
て
『
宋
会
要
輯
稿
』
に
み
え
る
資
料
か
ら
」、
一
九
八
六
年
。

（
９
） 

そ
の
項
目
は
以
下
の
通
り
。
宗
学
・
太
学
・
在
京
小
学
・
郡
縣
学
・
郷
学
・
書
学
・
算
学
・
律
学
・
医
学
・
画
学
・
武
学
・
勘
学
・
求
書
蔵
書
・

編
纂
書
籍
・
校
勘
経
籍
・
献
書
升
秩
・
説
書
除
職
　
購
書
賜
予
・
御
製
・
御
書
・
録
賢
・
賜
処
士
号
・
賜
先
生
号
・
賜
名
賜
第
・
勅
置
守
墳
・
堯
陵
・

経
筵
・
観
賞
・
却
貢
・
罷
貢
・
存
先
代
後
・
録
諸
国
後
・
出
宮
人
。

（
10
） 

小
島
祐
馬
「
廖
平
の
学
」
及
び
「
六
変
せ
る
廖
平
の
学
説
」（『
中
国
の
社
会
思
想
』、筑
摩
書
房
、一
九
六
七
年
）、李
耀
仙
『
廖
平
与
近
代
経
学
』（
四

川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
陳
徳
述
・
黄
開
国
・
蔡
方
鹿
『
廖
平
学
術
思
想
研
究
』（
四
川
省
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
黄
開
国

『
廖
平
評
伝
』（『
国
学
大
師
叢
書
』
第
十
輯
、
百
花
洲
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
陳
文
豪
『
廖
平
経
学
思
想
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
五

年
）
な
ど
を
参
照
。

（
11
） 

廖
幼
平
が
一
九
四
二
年
に
四
川
省
図
書
館
『
図
書
集
刊
』
で
発
表
し
た
。

（
12
） 

廖
幼
平
編
『
廖
季
平
年
譜
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
五
年
）
の
ほ
か
に
、
孫
の
廖
宗
沢
が
編
集
し
た
『
六
訳
先
生
年
譜
』
も
あ
り
、『
廖
平
全
集
』

第
十
一
冊
目
、
二
五
一
～
三
九
九
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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も
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
廖
平
研
究
が
格
段
に
進
展
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
第
三
一
回
全
国
古
籍
出
版
社
年
度
会
お
よ
び
二
〇
一
五
年
度
優
秀
古
籍
評
賞
会
が
開
催
さ
れ
、『
廖
平
全

集
』
は
二
〇
一
五
年
度
優
秀
古
籍
賞
の
一
等
賞
を
受
賞
し
た
。

六
、
今
後
の
展
望

二
〇
一
六
年
度
の
成
果
と
し
て
、
目
録
系
列
で
は
卿
三
祥
『
蘇
軾
著
述
考
』、
善
本
系
列
で
は
『
楽
善
録
』・『
唐
鑑
』・『
楊
子
法
言
』・『
嘉

祐
集
』・『
唐
先
生
文
集
』・『
長
短
経
』
な
ど
宋
版
を
影
印
出
版
し
た
。
精
品
集
萃
系
列
で
は
、
林
慶
彰
・
蒋
秋
華
編
『
李
澄
源
集
新
編
』・

李
誼
校
注
『
韋
荘
集
注
』・
新
編
『
唐
君
毅
全
集
』
な
ど
の
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
補
助
研
究
系
列
で
は
、『
張
問
陶
研
究
資
料
匯
編
』

を
既
に
刊
行
し
た
。
ほ
か
に
も
四
川
地
域
の
家
譜
や
族
譜
・
家
蔵
資
料
な
ど
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、清
末
の
孫
培
吉
の
手
稿
本
『
大

夢
瑣
録
』
と
『
黙
室
日
記
』
な
ど
を
『
孫
氏
資
料
匯
編
』
と
題
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
、
九
州
大
学
文
学
部
と
四
川
大
学
歴
史
学
院
は
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
四
川
大
学
歴
史
学
院
は
古
籍
整
理
研
究

所
が
所
属
す
る
組
織
で
あ
り
、
今
後
両
校
の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

な
お
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
九
月
三
日
に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
て
開
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
筆
者
が
四
川
大
学
古
籍
整
理

研
究
所
副
研
究
員
と
し
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
と
一
部
重
な
っ
て
い
る
。

〔
注
〕（

１
） 『
全
宋
文
』
は
二
〇
〇
六
年
六
月
上
海
辞
書
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
よ
り
出
版
す
る
際
に
補
充
し
全
三
六
〇
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

（
２
） 

二
〇
一
四
年
九
月
五
日
『
社
会
科
学
報
』
の
専
題
欄
「
北
大
本
川
大
本
《
儒
蔵
》
之
比
較
」。

（
３
） 

呉
光
、「
儒
学
復
興
、
于
斯
為
盛
―
賀
四
川
大
学
《
儒
蔵
》
史
部
完
編
発
行
」、『
孔
子
研
究
』
二
〇
一
五
年
第
一
期
、
一
五
二
～
一
五
四
頁
。

（
４
） 

貴
州
政
府
が
王
陽
明
の
開
悟
の
地
（
龍
場
）
に
関
連
づ
け
て
誘
致
し
た
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
中
国
国
内
の
十
四
の
主
要
大
学
の
国
学
研
究
所
や
儒

学
研
究
所
、
お
よ
び
岳
麓
書
院
と
い
っ
た
儒
学
関
連
機
関
が
参
加
し
、
各
機
関
が
研
究
者
を
派
遣
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
た
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り
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
はhttp://w

w
w

.kxtw
z.com

/

を
参
照
。

（
５
） 

巴
蜀
全
書
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://bsqs.scu.edu.cn/

　
儒
蔵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://gj.scu.edu.cn/

（
６
） http://124.33.215.236/sokaiyo/sokaiyo_query_input.php

（
７
） 「『
宋
会
要
』
道
釈
部
訓
注
」
一
～
十
、『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
六
年
～
同
誌
第
四
六
号
、
二
〇
一
五
年
。

（
８
） 「
宋
代
の
賜
額
・
賜
号
に
つ
い
て
：
主
と
し
て
『
宋
会
要
輯
稿
』
に
み
え
る
資
料
か
ら
」、
一
九
八
六
年
。

（
９
） 

そ
の
項
目
は
以
下
の
通
り
。
宗
学
・
太
学
・
在
京
小
学
・
郡
縣
学
・
郷
学
・
書
学
・
算
学
・
律
学
・
医
学
・
画
学
・
武
学
・
勘
学
・
求
書
蔵
書
・

編
纂
書
籍
・
校
勘
経
籍
・
献
書
升
秩
・
説
書
除
職
　
購
書
賜
予
・
御
製
・
御
書
・
録
賢
・
賜
処
士
号
・
賜
先
生
号
・
賜
名
賜
第
・
勅
置
守
墳
・
堯
陵
・

経
筵
・
観
賞
・
却
貢
・
罷
貢
・
存
先
代
後
・
録
諸
国
後
・
出
宮
人
。

（
10
） 

小
島
祐
馬
「
廖
平
の
学
」
及
び
「
六
変
せ
る
廖
平
の
学
説
」（『
中
国
の
社
会
思
想
』、筑
摩
書
房
、一
九
六
七
年
）、李
耀
仙
『
廖
平
与
近
代
経
学
』（
四

川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
陳
徳
述
・
黄
開
国
・
蔡
方
鹿
『
廖
平
学
術
思
想
研
究
』（
四
川
省
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
黄
開
国

『
廖
平
評
伝
』（『
国
学
大
師
叢
書
』
第
十
輯
、
百
花
洲
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
陳
文
豪
『
廖
平
経
学
思
想
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
五

年
）
な
ど
を
参
照
。

（
11
） 

廖
幼
平
が
一
九
四
二
年
に
四
川
省
図
書
館
『
図
書
集
刊
』
で
発
表
し
た
。

（
12
） 

廖
幼
平
編
『
廖
季
平
年
譜
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
五
年
）
の
ほ
か
に
、
孫
の
廖
宗
沢
が
編
集
し
た
『
六
訳
先
生
年
譜
』
も
あ
り
、『
廖
平
全
集
』

第
十
一
冊
目
、
二
五
一
～
三
九
九
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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も
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
廖
平
研
究
が
格
段
に
進
展
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
第
三
一
回
全
国
古
籍
出
版
社
年
度
会
お
よ
び
二
〇
一
五
年
度
優
秀
古
籍
評
賞
会
が
開
催
さ
れ
、『
廖
平
全

集
』
は
二
〇
一
五
年
度
優
秀
古
籍
賞
の
一
等
賞
を
受
賞
し
た
。

六
、
今
後
の
展
望

二
〇
一
六
年
度
の
成
果
と
し
て
、
目
録
系
列
で
は
卿
三
祥
『
蘇
軾
著
述
考
』、
善
本
系
列
で
は
『
楽
善
録
』・『
唐
鑑
』・『
楊
子
法
言
』・『
嘉

祐
集
』・『
唐
先
生
文
集
』・『
長
短
経
』
な
ど
宋
版
を
影
印
出
版
し
た
。
精
品
集
萃
系
列
で
は
、
林
慶
彰
・
蒋
秋
華
編
『
李
澄
源
集
新
編
』・

李
誼
校
注
『
韋
荘
集
注
』・
新
編
『
唐
君
毅
全
集
』
な
ど
の
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
補
助
研
究
系
列
で
は
、『
張
問
陶
研
究
資
料
匯
編
』

を
既
に
刊
行
し
た
。
ほ
か
に
も
四
川
地
域
の
家
譜
や
族
譜
・
家
蔵
資
料
な
ど
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、清
末
の
孫
培
吉
の
手
稿
本
『
大

夢
瑣
録
』
と
『
黙
室
日
記
』
な
ど
を
『
孫
氏
資
料
匯
編
』
と
題
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
、
九
州
大
学
文
学
部
と
四
川
大
学
歴
史
学
院
は
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
四
川
大
学
歴
史
学
院
は
古
籍
整
理
研
究

所
が
所
属
す
る
組
織
で
あ
り
、
今
後
両
校
の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

な
お
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
九
月
三
日
に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
て
開
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
筆
者
が
四
川
大
学
古
籍
整
理

研
究
所
副
研
究
員
と
し
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
と
一
部
重
な
っ
て
い
る
。

〔
注
〕（

１
） 『
全
宋
文
』
は
二
〇
〇
六
年
六
月
上
海
辞
書
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
よ
り
出
版
す
る
際
に
補
充
し
全
三
六
〇
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

（
２
） 

二
〇
一
四
年
九
月
五
日
『
社
会
科
学
報
』
の
専
題
欄
「
北
大
本
川
大
本
《
儒
蔵
》
之
比
較
」。

（
３
） 

呉
光
、「
儒
学
復
興
、
于
斯
為
盛
―
賀
四
川
大
学
《
儒
蔵
》
史
部
完
編
発
行
」、『
孔
子
研
究
』
二
〇
一
五
年
第
一
期
、
一
五
二
～
一
五
四
頁
。

（
４
） 

貴
州
政
府
が
王
陽
明
の
開
悟
の
地
（
龍
場
）
に
関
連
づ
け
て
誘
致
し
た
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
中
国
国
内
の
十
四
の
主
要
大
学
の
国
学
研
究
所
や
儒

学
研
究
所
、
お
よ
び
岳
麓
書
院
と
い
っ
た
儒
学
関
連
機
関
が
参
加
し
、
各
機
関
が
研
究
者
を
派
遣
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
た
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